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〈 各 投 票 所 の 投 票 状 況 〉

投票区 投　票　所
当日の有権
者数（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

小 張 小 張 小 学 校 2,556 1,187 46.44

豊 豊 小 学 校 2,195 1,127 51.34

谷井田第１ 谷 井 田 小 学 校 3,779 1,398 36.99

谷井田第２ 茨城南部農業共済組合 865 390 45.09

谷井田第３ 上 谷 井 田 公 民 館 1,189 422 35.49

三 島 三 島 小 学 校 2,076 1,012 48.75

東 東 小 学 校 1,107 604 54.56

板 橋 第 １ 板 橋 小 学 校 1,784 918 51.46

板 橋 第 ２ わ か く さ 幼 稚 園 1,762 826 46.88

板 橋 第 ３ 伊 奈 第 ４ 保 育 所 3,695 1,473 39.86

小 絹 第 １ 小絹コミュニティセンター 2,806 1,154 41.13

小 絹 第 ２ 絹 の 台 集 会 所 2,743 826 30.11

小 絹 第 ３ 古箸営農研修センター 1,585 713 44.98

谷 原 第 １ 谷和原保健福祉センター 1,221 694 56.84

谷 原 第 ２ 下 小 目 公 民 館 677 381 56.28

谷 原 第 ３ 谷和原公民館谷原分館 672 322 47.92

十 和 第 １ 谷和原公民館十和分館 903 571 63.23

十 和 第 ２ 真木新農村集落センター 610 446 73.11

福 岡 谷和原公民館福岡分館 1,482 1,007 67.95

小　　計 33,707 15,471 45.90

期日前投票（12月２日㈯～９日㈯分） 1,256 3.72

合　　計 33,707 16,727 49.62
※各投票所の投票率については、投票日当日の投票率であり、期日前投票分を含みません。

　12月10日に、茨城県議会議員一般選

挙が市内19か所で行われました。開票の

結果、鈴木　亮寛氏が当選を果たしまし

た。

　投票者数は16,727人（当日有権者数

33,707人）、投票率は49.62％でした。

茨城県議会議員一般選挙
開　票　結　果

氏名（届出順）
鈴
すず

木
き

　亮
りょうかん

寛
染
そめ

谷
や

　　清
きよし

投票総数
※有効投票数
無効投票数

得票数　
10,366票
6,059票

16,727票
16,425票
302票

●日時　平成19年１月28日㈰
　　　　午前10時30分～午後１時30分
　　　　　　※雨天などの場合は、平成19年２月４日㈰に延期

●会場　市総合運動公園（多目的広場）

●参加資格　どなたでも参加自由（「たこ」は自作・市販は問いませんが、
　　　　　　審査の対象となるのは、自作の「たこ」だけです。）

☆参加者全員に参加賞をプレゼント！☆
　各部門でたくさんの賞を用意しています。各賞の対象は自作「たこ」
のみです。
　また、当日会場では、豚汁の無料サービスおよび「日本の凧

たこ

の会」の
みなさんによる「たこあげデモンストレーション」が行われます。特に
今年は合併後初めての大会でもありますので、多くの方々の参加をお待
ちしています。

◆問い合わせ先
　市谷和原庁舎商工観光課
　☎ 58 - 2111（内線8141、8142）

平成19年２月13日㈫

　

平
成
19
年
２
月
13
日
㈫
、
い
よ
い
よ
「
つ
く
ば
ナ
ン
バ
ー
」
が
誕
生
し

ま
す
。

　

２
月
13
日
以
降
、
自
動
車
を
新
規
・
名
義
変
更
・
住
所
変
更
に
よ
り
、

使
用
の
本
拠
の
位
置
が
「
つ
く
ば
ナ
ン
バ
ー
」
の
対
象
地
域
内
と
な
る
場

合
は
、
土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
お
よ
び
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城

事
務
所
土
浦
支
所
で
、「
つ
く
ば
ナ
ン
バ
ー
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
、「
つ
く

ば
ナ
ン
バ
ー
」
に
番
号
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
つ
く
ば
ナ
ン
バ
ー
」
対
象
地
域

　

つ
く
ば
市
、
古
河
市
、
筑
西
市
、

結
城
市
、下
妻
市
、常
総
市
、坂
東
市
、

守
谷
市
、
桜
川
市
、
つ
く
ば
み
ら
い

市
、
八
千
代
町
、
五
霞
町
、
境
町

●
番
号
の
変
更
方
法

　

２
月
13
日
以
降
、
直
接
、
土
浦
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
に
、
次
の
番

号
変
更
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
を

添
え
て
自
動
車
を
持
ち
込
み
、
手
続

き
を
行
う
と
即
日
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動

車
検
査
協
会
茨
城
事
務
所
土
浦
支
所

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
中
古

車
販
売
店
な
ど
で
も
、
変
更
手
続
き

の
代
行
な
ど
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

別
途
費
用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
直
接
デ
ィ
ー

ラ
ー
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
番
号
変
更
申
請
に
必
要
な
書
類

　

な
ど

①
自
動
車
検
査
証

②
所
有
者
の
認
印
（
軽
自
動
車
は
使

　

用
者
の
認
印
）

③
希
望
番
号
予
約
済
証
（
希
望
番
号

　

の
場
合
）

※
自
動
車
の
所
有
者
が
リ
ー
ス
会
社

　

や
販
売
会
社
な
ど
の
場
合
は
、
会

　

社
な
ど
の
委
任
状
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。
ま
た
、
名
義
変
更
、
住
所

　

変
更
な
ど
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
書
類
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
。

●
希
望
番
号
に
す
る
場
合

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
下
４
け
た

の
番
号
を
希
望
の
番
号
に
し
た
い
場

合
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
人
気
の
高
い
下
段

の
13
通
り
の
番
号
に
つ
い
て
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
が
、
抽
選
と
な
る
番

号
以
外
は
い
つ
で
も
希
望
し
た
番
号

を
予
約
で
き
ま
す
。

■
事
前
受
付
開
始
日
＝
１
月
22
日
㈪

　

申
込
み
は
、
土
浦
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
に
隣
接
す
る
、
㈶
関
東
陸

運
振
興
財
団
土
浦
支
部
（
ナ
ン
バ
ー

セ
ン
タ
ー
土
浦
）で
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

同
軽
自
動
車
出
張
所
（
軽
ナ
ン
バ
ー

セ
ン
タ
ー
土
浦
）で
受
け
付
け
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://

w
w
w
.kibou-num

ber.jp/

）
で
の

申
込
み
も
で
き
ま
す
。

●抽選となる番号●
「１」 「７」

「８」 「８８」

「３３３」 「５５５」

「７７７」 「８８８」

「１１１１」 「３３３３」

「５５５５」 「７７７７」

「８８８８」

●ナンバー交付手数料●
大型トラックなど 普通自動車・小型自動車 軽　自　動　車 二　輪　車

希望ナンバー
の 場 合

5,040円
（字光式は6,460円）

4,300円
（字光式は5,500円）

4,300円
（字光式は6,620円）

希望ナンバー制なし

希望ナンバー
としない場合

2,080円
（字光式は4,140円）

1,520円
（字光式は3,020円）

1,520円
（字光式は4,960円）

570円

※このほか、申請書用紙代30円⇨平成19年１月４日からは25円（軽自動車は40円⇨平成19年１月４日からは35円）がかか
　ります。また、新たに字光式に変更する場合、装置代など（約３万円）が別途必要になります。

「つくばナンバー」に変更すると自賠責保険、任意保険、ＥＴＣなどの変更手続きを行う必要があります。

◆問い合わせ先
　・茨城運輸支局土浦自動車検査登録事務所
　　☎ 050 - 5540 - 2018
　・㈶関東陸運振興財団土浦支部
　　☎ 029 - 842 - 7901
　・軽自動車検査協会茨城事務所土浦支所
　　☎ 029 - 843 - 3535
　・㈶関東陸運振興財団土浦支部軽自動車出張所
　　☎ 029 - 843 - 3366

●
お
知
ら
せ

　

２
月
13
日
㈫
か
ら
１
週
間
程
度
、

お
よ
び
金
曜
日
、
月
末
は
、
土
浦
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
お
よ
び
軽
自

動
車
検
査
協
会
茨
城
事
務
所
土
浦
支

所
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ナ
ン

バ
ー
交
換
手
続
き
に
長
時
間
か
か
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
時
期
以
外
の

平
日
に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
希
望
番
号
の
事
前
予
約
を

し
た
場
合
、
希
望
番
号
予
約
済
証
の

有
効
期
間
は
交
付
可
能
年
月
日
か
ら

１
か
月
間
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
期

間
内
に
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。



　現在、平成18年度の市税については、左の税目が納期限を経過しています。
　納期限後、一定期間が経過しても納付がない場合は督促状を発送していますが、
その後も納付がない場合は延滞金が加算されることがあります。領収書などで、
納め忘れがないかご確認ください。
　また、催告書が送付された後も納付されない場合は、差押えなどの強制処分と
なることもありますので、納付したか確認できないとき、すぐに納付できないと
きなどは、市税務課収納対策室へご連絡ください。

　　市税の納付には、便利で確実な口座振替のご利用をおすすめします。
　　口座振替で納付していただきますと、出かける手間が省け、納付のし忘れを心配する必要がありません。

　　口座振替による納付の場合は、各納期限（口座振替日）にご指定の口座から振替えさせていただきます。
　　振替額は、納税通知書に記載されているとおりです。

振替対象の市税
　○固定資産税
　○個人市県民税（普通徴収分）
　○軽自動車税
　○国民健康保険税
　※介護保険料・上下水道使用料なども口座振替ができますので、
　　各担当課にお問い合わせください。

口座振替のお申込み方法
　次の金融機関の窓口でお申込みいただけます。
　　●常陽銀行　●茨城みなみ農協　●みずほ銀行　●三井住友銀行　●関東つくば銀行　●茨城県信用組合
　　●茨城銀行　●水戸信用金庫　　●東日本銀行　●結城信用金庫　●郵便局

　■申込みに必要なもの
　　・預貯金通帳（または、口座番号の確認できるもの）
　　・通帳の届出印
　　・口座振替依頼書（金融機関窓口または市税務課収納対策室にあります。）

　※口座振替をお申込み中であっても、残高不足などにより口座引き落とし
　　できない場合があります。その場合は、納付書で納めていただくことに
　　なりますのでご注意ください。

　所得税・消費税の申告相談は平成19年２月１日㈭～４月２日㈪の間、税務署会議室（３号館）で行います。
（土・日・祝日は平成19年２月18日㈰、25日㈰のみ行いますが、当日の現金納付は取扱いません。）
　・受付時間は午前９時～午後５時（午後０時15分～１時の間は、申告書の
　　受付と用紙の配布などに限り行います。）

　・所得税の申告期限は平成19年３月15日㈭までです。駐車場が狭いので、
　　車での来署はご遠慮ください。

給与所得者および年金所得者の還付申告説明会について
　確定申告期間中の申告会場は、大変混雑します。
　説明を聞きながら確定申告書が作成できますので、ぜひこの説明会をご利用ください。

開催市町村 開　催　日 開　催　場　所
受  付  時  間  と  対  象  者

午前10時～ 10時30分 午後１時～１時30分

つくば市

２月１日㈭
市役所桜庁舎４階第４会議室 年末調整済給与所得者で

住宅借入金等特別控除を
受けられる方

①給与所得のみの方
②年金所得のみの方
③給与所得・年金所得
　のみの方

２月２日㈮

２月５日㈪ 研究交流センター２階第２会議室

２月６日㈫ 市民ホールやたべ２階第１会議室

２月７日㈬ 茎崎公民館２階大会議室 上記、住宅借入金特別控除以外の方

つくばみらい市 ２月８日㈭ 谷和原公民館 上記、住宅借入金特別控除を受けられる方

  還付申告の際にお持ちいただくもの

◎共通して必要なもの
　①平成18年分の給与所得や公的年金などの源泉徴収票（原本）
　②認印
　③申告される方の預貯金口座番号（還付金の受取先）のわかるもの

○医療費控除の申告をされる方
　①平成18年中に支払った医療費の領収書（事前に支払金額の集計をしておく）
　②保険金などで補てんされる金額のわかるもの

○住宅借入金等特別控除の申告をされる方
　①住民票の写し
　②家屋の登記簿謄（抄）本または登記事項証明書
　③請負契約書または売買契約書など、家屋の取得価額・増改築費用を明らかにできる書類（写し）
　④住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書
　⑤敷地も同時購入の場合は、敷地の登記簿謄（抄）本または登記事項証明書および敷地の売買契約書など敷地の取得価額を
　　明らかにできる書類（写し）
　⑥増改築の場合は、上の①～⑤のほかに建築確認済証の写しまたは増改築等工事証明書

○年末調整を受けていない方や公的年金を受給している方
　①社会保険料（国民健康保険など）の支払金額がわかる書類（国民年金保険料の場合は、「社会保険料（国民年金保険料）　
　　控除証明書」の提示または添付が必要）
　②生命保険料、損害保険料の所得控除証明書など

◆問い合わせ先
　土浦税務署個人課税部門
　（土浦市城北町4‐15）
　☎ 029 - 822 - 3516

◆問い合わせ先
　市伊奈庁舎税務課収納対策室
　☎ 58 - 2111（内線1140 ～ 1144）

　関東信越税理士会土浦支部では、次のとおり所得税・消費税の申告会場を開設します。（土・日・祝日除く）

開　設　期　間 会　場　所　在　地 相　談　対　象　な　ど

２月５日㈪～２月23日㈮
還付申告無料税務相談
　つくば市桜庁舎２階第２会議室（つくば市金田1979）

給与または年金所得者で、還付申告（中
途退職・医療費控除・住宅借入金等特別
控除など）をされる方
●受付時間　午前９時15分～ 11時
　　　　　　午後１時～３時

２月13日㈫～３月５日㈪
還付申告無料税務相談
　税理士会税務相談所（土浦市東真鍋町2‐5）

２月16日㈮～３月５日㈪
無料税務相談
　土浦税務署３号館会議室（土浦市城北町4‐15）

消費税の申告義務のある方
●受付時間　午前９時15分～午後３時

税目（税金の種類） 納期

固定資産税 １期～２期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 １期～６期

市・県民税（普通徴収分）１期～３期

申 

告



伊奈商工会・谷和原商工会合併調印

つくばみらい市の誕生を祝して

作文で２つの賞を受賞！

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

☆
表
彰
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
総
務
大
臣
表
彰

　

飯い
い

島じ
ま　

　

善ぜ
ん

（
前
伊
奈
町
長
）

　

鈴す
ず

木き　

亮
り
ょ
う
か
ん寛

（
前
谷
和
原
村
長
）

　

冨と
み

山や
ま　

和か
ず

夫お

（
前
伊
奈
町
議
会
議
長
）

　

倉く
ら

持も
ち　

眞し
ん

孜じ

（
前
谷
和
原
村
議
会
議
長
）

●
市
長
感
謝
状

　

直な
お

井い　

誠せ
い

巳み

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

野の

田だ　

正ま
さ

男お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

細ほ
そ

田だ　

忠た
だ

夫お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

飯い
い

野の　

喬
き
ょ
う
い
ち一

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

神か
ん

立だ
つ　

精せ
い

之じ

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

豊と
よ

島し
ま　

　

葵
ま
も
る
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

小こ

島じ
ま　

　

功
い
さ
お
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

桜さ
く
ら
い井　

　

勇
い
さ
む
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

植う
え

木き

シ
ヅ
エ
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

直な
お

井い　
　

茂
し
げ
る
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

秋あ
き

田た　

政ま
さ

夫お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

坂さ
か

倉く
ら　

悦え
つ

子こ

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

野の

口ぐ
ち　

益ま
す

夫お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

羽は

田た　

周
し
ゅ
う
へ
い平

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

竹た
け

内う
ち　

　

啓
ひ
ろ
む
（
合
併
協
議
会
監
査
委
員
）

　

蛯え
び

原は
ら　

良よ
し

雄お

（
合
併
協
議
会
監
査
委
員
）

　

石い
し

川か
わ　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

（
合
併
協
議
会
監
査
委
員
）

　

只た
だ

越こ
し　

泰や
す

典の
り

（
前
伊
奈
町
収
入
役
）

　

飯い
い

泉ず
み　

芳よ
し

郎ろ
う

（
前
伊
奈
町
教
育
長
）

　

豊と
よ

嶋し
ま　

隆
り
ゅ
う
い
ち一

（
前
谷
和
原
村
教
育
長
）

●
市
特
別
表
彰

故
豊と

よ

島し
ま　

安や
す

一い
ち

（
前
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
議
員
）

　

篠し
の

塚つ
か　

皓て
る

男お

（
前
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
議
員
）

　11月22日、きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館にお
いて、つくばみらい市誕生記念式典が行われました。つくばみ
らい市の誕生を祝うこの式典には、塚

つか

田
だ

桂
けい

祐
すけ

消防庁国民保護・
防災部参事官（菅

すが

義
よし

偉
ひで

総務大臣代理）をはじめ、橋
はし

本
もと

昌
まさる

県知事、
丹
に

羽
わ

雄
ゆう

哉
や

衆議院議員ほか国会議員、県議会議員、近隣市町村長
などの来

らい

賓
ひん

の方々、また、行政協力員、農業委員などの招待者
が出席し、約300人がお祝いに駆けつけました。
　式典では、市長の式辞の後、来賓の方々から祝辞をいただき、
また、合併に尽力した功労者に対して、総務大臣表彰が４人、
市長感謝状が20人、市特別表彰が２人にそれぞれ贈られました。

　式典の最後には、つくばみらい市の「市民憲章」、「市の花【なのはな】、市の木【さくら】、市の鳥【ひばり】」が披露され、
式典を締めくくりました。花・木・鳥のイラストデザインは、板橋小学校の沼

ぬま

尻
じり

正
まさ

芳
よし

校長先生の作品です。（36ページ参照）

行
政
相
談
委
員
任
命

　

11
月
1
日
を
も
っ
て
、
相あ

い

島じ
ま

宏ひ
ろ
し

氏
（
☎
58
‐
０
６
７
６
・
下
平
柳

8
２
８
‐
３
）
が
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
様
の
相
談

相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続

き
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関

係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事

を
行
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
32
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
行
政
相
談
所
に
つ
い
て

　

市
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
２
０
２
）

・
行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て

　

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行

　

政
相
談
課

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
３
４
７

行
政
相
談
委
員
任
命

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

川か
わ

嶋し
ま　

久ひ
さ

夫お

氏（
絹
の
台
）
元
警
視
庁
警
部
補　

77
歳

　

川
嶋
氏
は
、
昭
和
26
年
に
警
視
庁

巡
査
を
拝
命
し
、
そ
の
後
池
袋
署
を

始
め
に
、
第
5
機
動
隊
、
代
々
木
署
、

目
白
署
、
小
金
井
署
に
配
属
さ
れ
、

平
成
元
年
3
月
末
に
38
年
間
の
職
責

を
全
う
し
、
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
の
声

　
「
戦
後
の
激
動
期
を
形な
り

振ふ

り
構
わ
ず
治
安
維
持
の
任
に
当
た
り
、
重
責

を
果
た
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
あ
わ
せ
て
、
世
の
中
の
平
安
を
祈
っ

て
い
ま
す
。」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

大お
お

石い
し　

毅た
け
し氏（

筒
戸
）
元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
長　

66
歳

　

大
石
氏
は
、
昭
和
36
年
に
消
防
学

校
に
入
学
後
、
成
城
消
防
署
を
始
め

に
、
志
村
消
防
署
、
本
庁
機
械
部
、

金
町
消
防
署
、
本
庁
通
信
課
、
城
東

消
防
署
、
神
田
消
防
署
、
池
袋
消
防

署
、
麹
こ
う
じ
ま
ち町
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
40

年
間
の
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
の
声

　
「
け
が
人
が
１
０
０
人
以
上
、
殉

じ
ゅ
ん
し
ょ
く

職
者
も
出
た
大
火
災
を
経
験
し
た
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
今
で
も
胸
の
つ
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
の
職
業
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
の
職
業
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
に
関
し
、
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。」

つくばみらい市の誕生を祝して

　小絹小学校６年生の氏
うじ

原
はら

賢
けん

人
と

くんの書いた作文「家
族で乗りこえたこと」が、第35回小

お

平
だいら

記念作文の最優
秀賞（小学校高学年の部）に選ばれました。
　さらに氏原くんは、作文「家族と僕」で、第17回大
好きいばらき作文コンクールにおいても、大好きいば
らき県民会議理事長賞を受賞しました。

　11月15日、伊奈商工会館において伊奈商工会・谷和

原商工会の合併調印が行われました。市長を立会人と

して、町
まち

田
だ

弘
ひろし

伊奈商工会長と石
いし

塚
つか

武
たけ

男
お

谷和原商工会長

が固く握手を交わしました。伊奈商工会と谷和原商工

会は、平成19年４月１日をもって合併し、「つくばみら

い市商工会」となる予定です。

伊奈商工会・谷和原商工会合併調印

「
家
族
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
」
と
氏
原
く
ん

作文で２つの賞を受賞！



体
育
指
導
委
員

　
　
　
　

30
年
勤
続
表
彰

き
れ
い
な
花
を

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う

科学作品展で入賞保育所で交通安全教室

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
茨
城
県
代
表
に

税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
表
彰

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

■
税
に
関
す
る
中
学
校
の
標
語
（
敬
称
略
）

●
税
務
署
長
賞

・「
税
金
で
減
ら
し
て
い
こ
う　

地
球
温
暖
化
」

　
　

伊
奈
中
学
校
２
年　

渡わ
た
な
べ辺　

真ま

矢や

・「
税
金
は　

世
代
を
こ
え
た　

思
い
や
り
」

　
　

伊
奈
中
学
校
３
年　

吉よ
し

田だ　

恵え

里り

・「
税
金
は　

夢
と
希
望
の　

パ
ス
ポ
ー
ト
」

　
　

伊
奈
中
学
校
３
年　

安や
す

田だ　

雄ゆ
う

矢や

●
市
長
賞

・「
税
金
で
僕
ら
の
国
を　

ス
マ
イ
ル
に
」

　
　

伊
奈
中
学
校
２
年　

菊き
く

地ち　

彩あ
や

乃の

・「
税
金
は　

国
を
支
え
る　

み
ん
な
の
輪
」

　
　

谷
和
原
中
学
校
３
年　

中な
か

島じ
ま　

有ゆ
う

規き

●
県
税
事
務
所
長
賞

・「
税
金
が　

地
域
を
救
う　

国
救
う
」

　
　

伊
奈
中
学
校
２
年　

桐き
り

山や
ま　

直な
お

也や

・「
税
金
で　

花
咲
く
未
来
に　

種
を
ま
く
」

　
　

伊
奈
東
中
学
校
３
年　

小こ

島じ
ま　

彩あ
や

加か

●
租
推
協
会
長
賞

・「
税
金
は　

一
人
の
た
め
よ
り　

皆
の
た
め
」

　
　

伊
奈
中
学
校
２
年　

高た
か

橋は
し　

伶れ

奈な

●
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

・「
税
金
で　

作
っ
た
も
の
は　

大
切
に
」

　
　

伊
奈
中
学
校
１
年　

高た
か

橋は
し　

愛ま
な

美み

・「
共
に
行
く
税
が
つ
く
っ
た　

道
し
る
べ
」

　
　

小
絹
中
学
校
３
年　

稲い
な

葉ば　

加か

奈な

■
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
（
敬
称
略
）

●
茨
城
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

・「
納
税
に
つ
い
て
学
ぶ
」

　
　

伊
奈
中
学
校
３
年　

染そ
め

谷や　

美み

帆ほ

税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
表
彰

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
の
祭
典

と
い
わ
れ
る
第
20
回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
ば
ら

き
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
い
ば
ら
き
」
が
、

平
成
19
年
11
月
10
日
㈯
〜
13
日
㈫
に
茨
城
県
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
い
ば
ら
き
大
会
か

ら
、「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」
が
新
た
に
競
技
種
目

に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、「
賭か

け
な
い
、
飲
ま
な

い
、
吸
わ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
健
康
（
主

に
認
知
症
予
防
）、
生
き
が
い
、
友
達
づ
く
り

に
大
い
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
、
全
国
的
に
静
か

な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
県
代
表
を
決
め
る

交
流
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
、
11
月
11
日
に
龍
ヶ

崎
市
た
つ
の
子
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
県
内
各

地
か
ら
約
２
５
０
人
の
愛
好
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
市
内
か
ら
は
3
人
の
方
が
出
場
し
、
島し
ま

田だ

利と
し

雄お

さ
ん
（
絹
の
台
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

県
代
表
の
1
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
は
、「
1
年
後
の
全
国
大
会
に
向
け

て
健
康
に
留
意
し
、
開
催
県
代
表
と
し
て
ぜ
ひ

入
賞
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
茨
城
県
代
表
に

　10月～ 11月にかけ、各市立保育所では、交通安全
教室が行われました。県警の警察官が保育所を訪れ、
腹話術や絵を使って道路の渡り方をわかりやすく説明
していただきました。
　実際に道路を渡るときは、教わったように上手に渡
れるかな？

　市に対して、伊奈養護学校から花の鉢植えの寄贈が
ありました。
　この活動は、同校の地域交流事業のひとつとして行
われているもので、美化委員会の児童生徒が、伊奈ラ
イオンズクラブと一緒に「花いっぱい、夢いっぱい」
のスローガンのもと、寄せ植えが行われたものです。
　鉢植えは、伊奈・谷和原各庁舎と図書館に飾らせて
いただきました。

　

第
34
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
市
内
か
ら
谷
原
小
学
校
と
伊
奈
東
中

学
校
の
２
校
が
推
薦
さ
れ
、伊
奈
東
中
学
校
が
、

茨
城
県
造
園
建
設
業
協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

伊
奈
東
中
学
校
で
は
、「
花
と
緑
の
環
境
整
備

計
画
」
の
も
と
、
職
員
、
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
協

力
会
（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
）
が
一
丸
と
な
っ
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
、
環
境
美
化
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

　十和小学校３年生の結
けっ

速
そく

友
ゆ

美
み

さんと渡
わた

辺
なべ

紗
さ

里
り

菜
な

さん
が夏休み中にまとめた、研究作品「コウモリたんてい
団」が、第50回茨城県児童生徒科学研究作品展（兼日
本学生科学賞茨城県作品展）で、県教育研究会長賞を
受賞しました。

　11月16日、大分県で開催された第47回全国体育指
導委員研究協議会大分大会において、原

はら

信
し

田
だ

　直
ただし

氏（古
川）が全国体育指導委員連合より30年勤続表彰を受賞
されました。
　原信田さんは、地域のスポーツ振興のために30年以
上もの永きにわたり、体育指導委員として尽力されて
います。また、つくばみらい市谷和原体育協会剣道部
長として活躍されています。

保育所で交通安全教室 科学作品展で入賞

き
れ
い
な
花
を

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う

体
育
指
導
委
員

　
　
　
　

30
年
勤
続
表
彰



お
い
し
く
食
べ
た
芋い
も

煮
会

～「男女共同参画社会って何？」～　男女共同参画講演会を開催

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た

城
山
の
里
ま
つ
り
を
開
催

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

　

11
月
19
日
、
城
山
運
動
公
園
（
田
村
）
周
辺

の
里
山
を
会
場
に
し
て
、「
城
山
の
里
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
城
山
運
動
公
園
周
辺
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
里

山
環
境
の
保
全
活
動
を
し
て
い
る
団
体
「
城
山

を
考
え
る
会
」が
主
催
の
手
作
り
の
ま
つ
り
で
、

今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

さ
つ
ま
い
も
掘
り
、
そ
ば
打
ち
実
演
、
農
産
物

の
直
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
連
れ
の
親
子

や
お
年
寄
り
な
ど
幅
広
い
層
の
方
々
が
訪
れ
ま

し
た
。里
山
汁
や
焼
き
い
も
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
な
が

ら
、
里
山
の
自
然
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

晩
秋
の
11
月
12
日
、
平
沼
地
区
の
畑
に
お
い

て
、「
平
沼
Ｅ
Ｍ
自
然
農
園
芋
煮
実
行
委
員
会
」

主
催
に
よ
る
「
芋
煮
会
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。今
年
で
10
回（
10
年
）目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
都
市
住
民
と
平
沼
地
区
住

民
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
東

京
・
千
葉
・
埼
玉
な
ど
各
地
か
ら
参
加
者
が
あ

り
、
地
元
住
民
を
含
め
総
勢
１
０
０
人
を
越
え

る
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

無
農
薬
の
新
鮮
野
菜
を
使
っ
た
、
参
加
者
全

員
で
つ
く
る
自
慢
の
大
鍋
に
よ
る
芋
煮
の
ほ

か
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
も
ち
つ
き
な
ど
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
大
変
お
い
し
か
っ
た
」

と
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、ビ
ン
ゴ
や
か
く
し
芸
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
篆て
ん

刻こ
く

作
品
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
、
小
絹
自
治
会
主
催
の
文
化
祭
が

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

34
回
目
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
広
げ
よ
う
交
流

の
輪
」
で
す
。
小
絹
の
文
化
と
歴
史
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
多
数
の
趣
味
の
手
芸
品
や
書
道
、

絵
画
や
盆
栽
に
貴
重
な
文
献
も
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
写
真
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の

見
事
な
作
品
は
、
華
や
か
な
会
場
を
演
出
し
ま

し
た
。

　

演
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
筑
波
大
学
落
語
研
究

会
の
落
語
、
大
喜
利
に
爆
笑
の
渦
。
野
菜
特
売

コ
ー
ナ
ー
と
模
擬
店
も
完
売
の
人
気
ぶ
り
。
老

若
男
女
が
交
流
の
輪
を
広
げ
た
一
日
で
し
た
。

城
山
の
里
ま
つ
り
を
開
催

お
い
し
く
食
べ
た
芋
煮
会

お
い
し
く
食
べ
た
芋い
も

煮
会

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た

　11月４日、５日の２日間、きらくやまふれあいの丘において「つ

くばみらい市文化祭」が開催されました。

　合併して初めての文化祭となり、市内の70以上の文化団体がそ

れぞれの作品展示や舞台発表を行い、訪れる人々の目や耳を楽し

ませました。

　12月３日、谷和原公民館において「平成18年度つくばみらい市第１回男女共同参画
講演会」が開かれました。当日は、「男女共同参画社会って何？」と題して、実践女子
大学人間社会学部教授鹿

か

嶋
しま

敬
たかし

氏を講師に迎え、講演が行われました。
　また、講演終了後には霞ヶ浦高校演劇部による男女共同参画の問題を取り上げた寸
劇「どっちがやる？一緒にやる？」が上演されました。
　参加者からは、「大変勉強になった」「とてもわかりやすかった」との声が多数寄せら

☆おわびと訂正
　先月号（11月号）の広報つくばみらい12ページ、「男女共同参
画社会って何？」の記事において、誤りがありました。深くおわ
びし、訂正します。
誤　県立霞ヶ浦高等学校　⇨　正　私立

4 4

霞ヶ浦高等学校

れ、中には、「私の考え方も少し変
わったような気がします。妻にも
話そうと思います。」と、男性の参
加者からの感想も寄せられました。

～「男女共同参画社会って何？」～　男女共同参画講演会を開催

文化の祭典文化の祭典



各種スポーツ大会結果各種スポーツ大会結果

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

■第１回つくばみらい市剣道大会
●日時　11月12日
●結果　中学生男子の部　第３位　伊奈東中剣道部（写真⑩）

■つくばみらい市秋季バレーボール大会
●日時　11月19日
●結果　優　勝　シルキーズ（写真⑪）
　　　　準優勝　フレンズ
　　　　第３位　クラシマーズ、谷原クラブ

（敬称略）

■第１回つくばみらい市谷和原カップ少年サッカー大会
●日時　10月28日
●場所　常総広域運動公園陸上競技場および自由広場
●結果　低学年の部　優　勝　ＹＦＣ小絹Ａ（写真①）
　　　　　　　　　　準優勝　ＹＦＣ小絹Ｂ（写真②）
　　　　高学年の部　優　勝　ＹＦＣ小絹（写真③）

■つくばみらい市秋季野球大会
●日時　10月８日、15日、22日、11月５日
●結果　優　勝　ファイトバックス（写真④）
　　　　準優勝　メッツ
　　　　第３位　クボタ、バースト

■第15回取手市近隣中学生野球大会
●日時　11月18日
●結果　準優勝　伊奈東中野球部（写真⑤）

■つくばみらい市長杯少年野球大会
●日時　11月18日、19日、23日、25日
●結果　第３位　板橋ファイターズ（写真⑥）

■つくばみらい市長杯ゲートボール大会
●日時　10月１日
●結果　優　勝　グリーンズ（写真⑦）
　　　　準優勝　板橋
　　　　第３位　青木Ａ

■つくばみらい市ゲートボール選手権大会
●日時　11月23日
●結果　優　勝　スミレ（写真⑧）
　　　　準優勝　青木Ｂ
　　　　第３位　エイトＢ

■つくばみらい市民卓球大会（写真⑨）
●日時　11月５日
●結果　男子シングルス優勝　草

くさ

間
ま

　康
やす

弘
ひろ

　　　　女子シングルス優勝　堀
ほり

越
こし

　里
さと

美
み

　　　　男子ダ ブ ル ス優勝　鈴
すず

木
き

・橋
はし

本
もと

　組
　　　　女子ダ ブ ル ス優勝　堀

ほり

越
こし

・坂
さか

本
もと

　組

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪



体
協
空
手
部
、
健
闘
！

腕
に
よ
り
を
か
け
た
、
見
事
な
盆
栽
が
そ
ろ
い
ま
し
た

　

10
月
29
日
、
栃
木
県
小
山
市
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
空
手
道

連
盟
剛
柔
会
第
30
回
大
会
に
お
い
て
、

市
谷
和
原
体
育
協
会
空
手
道
部
所
属
の

選
手
が
健
闘
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

●
一
般
男
子
組
手
の
部

　

準
優
勝　

色い
ろ

川か
わ　

智
さ
と
し（
谷
原
商
運
㈱
）

■
松し

ょ
う

柏は
く

盆
栽
展
示
競
技
会
表
彰

　
（
10
月
30
日
）

・
県
知
事
賞

　
「
黒く

ろ

松ま
つ

」　

海え

老び

原は
ら

真し
ん

二じ

郎ろ
う

・
県
議
会
議
長
賞

　
「
山や

ま

も
み
じ
」　

谷や

口ぐ
ち　

　

勉
つ
と
む

・
県
観
光
物
産
協
会
長
賞

　
「
梅う

め

も
ど
き
」　

野の

口ぐ
ち　

幸ゆ
き

雄お

・
市
長
賞

　
「
瑞ず

い

祥し
ょ
う」　

中な
か

村む
ら　

善ぜ
ん

三ぞ
う

・
市
議
会
議
長
賞

　
「
白し

ろ

マ
ユ
ミ
」　

寺て
ら

田だ　

幸こ
う

市い
ち

・
市
盆
栽
愛
好
会
長
賞

　
「
ソ
ロ
」　

豊と
よ

島し
ま　

好よ
し

郎ろ
う

■
谷
和
原
菊
花
皐
月
盆
栽
会
表
彰

（
11
月
７
日
）

・
県
知
事
賞

　
「
国こ

っ

華か

吉き
っ

兆ち
ょ
う」　

塚つ
か

本も
と　

忠た
だ

美よ
し

・
県
議
会
議
長
賞

　
「
泉せ

ん

郷
き
ょ
う

紅べ
に

姿す
が
た」　

塚つ
か

本も
と　

忠た
だ

美よ
し

・
県
農
林
水
産
部
長
賞

　
「
国こ

っ

華か

越え
つ

山ざ
ん

」　

塚つ
か

本も
と　

忠た
だ

美よ
し

・
県
南
地
方
総
合
事
務
所
長
賞

　
「
富ふ

士じ

の
新し
ん

雪せ
つ

」　

粕か
す

谷や　
　

博
ひ
ろ
し

・
県
観
光
物
産
協
会
長
賞

　
「
瀬せ

戸と

の
鷹た
か

」　

塚つ
か

本も
と　

忠た
だ

美よ
し

・
園
芸
い
ば
ら
き
振
興
協
会
長
賞

　
「
国こ
っ

華か

金き
ん

山ざ
ん

」　

塚つ
か

本も
と　

忠た
だ

美よ
し

・
市
長
賞

　
「
国こ

っ

華か

越え
つ

山ざ
ん

」　

飯い
い

泉ず
み　

省
し
ょ
う

三ぞ
う

　
「
聖せ
い

光こ
う

の
朝あ

さ

」　

青あ
お

木き　

茂し
げ

朗ろ
う

■
つ
く
ば
み
ら
い
市
伊
奈
菊
花
会

　

表
彰　
　
　
　
　
（
11
月
26
日
）

・
市
菊
花
会
長
賞

　

総
合
優
勝　

小お

川が
わ　

　

洋
ひ
ろ
し

・
県
知
事
賞

　
「
国こ

っ

華か

金き
ん

山ざ
ん

」　

飯い
い

泉ず
み　

隆た
か

夫お

　
「
天て
ん

女に
ょ

の
名め
い

所し
ょ

」　

小お

川が
わ　

　

洋
ひ
ろ
し

・
県
議
会
議
長
賞

　
「
新し
ん

久く

米め

満ま
ん

山ざ
ん

」　

間ま

根ね

山や
ま

荘そ
う

二じ

　
「
泉せ
ん

郷
き
ょ
う

情
じ
ょ
う

熱ね
つ

」　

豊と
よ

島し
ま　

　

義よ
し

・
市
長
賞

　
「
天て
ん

女に
ょ

の
名め
い

所し
ょ

」　

榎え
の
き
だ田　

　

清
き
よ
し

・
市
議
会
議
長
賞

　
「
国こ
っ

華か

花は
な

百ゆ

合り

」　

冨と
み

澤ざ
わ　

寅と
ら

男お

・
県
議
会
議
員
賞

　
「
国こ

っ

華か

金き
ん

山ざ
ん

」　

北
き
た
い
ず
み
と
ら
じ
ゅ
う
ろ
う

泉
寅
十
郎

　「黒松」　海老原真二郎

　「国華吉兆」　塚本　忠美

　「国華金山」　飯泉　隆夫　「天女の名所」　小川　洋

腕
に
よ
り
を
か
け
た
、
見
事
な
盆
栽
が
そ
ろ
い
ま
し
た

●
一
般
男
子
形
の
部

　

優　

勝　

中な
か

泉い
ず
み　

剛た
け

士し

（
常
総
広
域

　
　
　
　
　

消
防
本
部
）

　

な
お
、
中
泉
選
手
は
、
7
月
29
日
、

30
日
の
秋
田
県
秋
田
市
立
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
第
32
回
全
国
大
会
に
お

い
て
、
一
般
男
子
組
手
の
部
で
（
軽
量

級
）
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

健
闘
を
た
た
え
、
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

体
協
空
手
部
、
健
闘
！

キ
　
リ
　
ト
　
リ

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と

四
百
年
の
時
を
越
え
た

四
百
年
の
時
を
越
え
た

江
戸
の
町
が
広
が
り
ま
す
。

江
戸
の
町
が
広
が
り
ま
す
。

入

場

割

引

券

大
人
（
１
名
様
）
10
0円

割
引

大
人
（
１
名
様
）
10
0円

割
引

小
人
（
１
名
様
）
10
0円

割
引

小
人
（
１
名
様
）
10
0円

割
引

※
５
名
様
ま
で
有
効

※
５
名
様
ま
で
有
効

有
効
期
限
／
平
成
19
年
１
月
１
日
～
８
日

有
効
期
限
／
平
成
19
年
１
月
１
日
～
８
日

平成19年平成19年
１月１日（元旦）～３日㈬１月１日（元旦）～３日㈬

江戸前新鮮市場江戸前新鮮市場
新春初売り 新春初売り 開催開催
新鮮な野菜を取りそろえてご奉仕します。新鮮な野菜を取りそろえてご奉仕します。

ぜひお立ち寄りください。ぜひお立ち寄りください。
平成19年平成19年
１月１日（元旦）～３日㈬１月１日（元旦）～３日㈬

ご来場の方にご来場の方に
甘酒・すいとんサービス甘酒・すいとんサービス

みかんプレゼントみかんプレゼント
　※１月１日（元旦）のみ　※１月１日（元旦）のみ

随時開催随時開催
大江戸大道芸大江戸大道芸

●
今
月
は
「
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
だ
よ
り
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
で
は
、
新
規
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
谷
和
原
庁
舎
商
工

観
光
課
ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
４
２
）

みんなで来てね！

　

11
月
４
日
、
ワ
ー
プ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
に
お
い

て
、「
商
工
祭
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

大
道
芸
や
、
大
鍋
で
煮
る

「
林
蔵
鍋
」
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
特

に
抽
選
会
や
上
棟
式
で
は
、

黒
山
の
人
だ
か
り
が
で
き
ま

し
た
。

　

商工祭開催
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

詳 し く は、　h t t p : / / w w w . w s e d o . c o . j p 



▉
▊
▋
▌
▍
▎
▏

上り　　－秋葉原駅方面－
緑数字：区間快速　黒数字：普通　

※守：守谷止まり　

平　日 時 土・休日

19 55 ５ 19 55

25 46 ６ 25 46

10 24 40 55 ７ 13 33 53

24 45 ８ 24

0 31 43 ９ 0 31

1 31 10 1 31

1 31
守
42 11 1 31

守
42

1 31 12 1 31

1 31
守
42 13 1 31

守
42

1 31 14 1 31

1 31 42 15 1 31 42

1 31 52 16 1 31 52

4 24 44 17 4 25 37

4 14 34 54 18 2 14 37

14 38 51 19 2 25 50

14 37 20 14 38

2 29 58 21 2 29 58

28 53 22 28 53

26
守
59 23 26

守
59

０

みらい平駅時刻表

　
　

⬅
切
り
取
っ
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

12
月
8
日
か
ら
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
に
な

り
ま
し
た
。
具
体
的
な
改
正
内
容
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
ir.co.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

左
に
「
み
ら
い
平
駅
」
と
「
み
ど
り
の
駅
」（
裏
ペ
ー
ジ
）
の
新

時
刻
表
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第２回つくばエクスプレスまつり開催！
　11月４日、つくばエクスプレス総合基地（筒戸）において、第２回つくばエ

クスプレスまつりが開催されました。
　乗務員室見学（小学生以下対象）や電車の床下（機器）見学、スピーフィとの
記念撮影コーナーなどのイベントが行われ、また、沿線自治体、他鉄道各社など
もテントブースで出店（つくばみらい市観光協会も黒大豆の枝豆で出店）しまし
た。多くの家族連れや鉄道ファンでにぎわい、約６千人が会場を訪れました。

　土浦合同庁舎では、平成19年４月１日からダイヤルインが完全実施されます。
　そのため、４月１日からは、県民の皆様からのお問い合わせなどは、各機関の担当部署のダイヤルイン番号のみに
なりますので、ご理解ください。
　完全実施までは代表電話番号（☎ 029‐822‐8511）も利用できます。

■電話番号を詳しく知りたい方はこちらへ
　茨城県県南地方総合事務所ホームページ　http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/sogo/kennan/gaiyou/dialin.htm

■土浦合同庁舎入居機関の問い合わせ先
　県南地方総合事務所総務課　　　　　　　　　　☎ 029‐822‐7010
　土浦合同庁舎入居機関
　　土浦県税事務所　庶務　　　　　　　　　　　☎ 029‐822‐7176
　　土浦地域農業改良普及センター普及企画課　　☎ 029‐822‐7242
　　県南家畜保健衛生所防疫課　　　　　　　　　☎ 029‐822‐8518
　　霞ヶ浦北浦水産事務所庶務課　　　　　　　　☎ 029‐822‐7266
　　県南教育事務所総務課　　　　　　　　　　　☎ 029‐822‐7289

◆問い合わせ先
　～人と動物が共生する地域社会の実現を目指して～
　茨城県動物指導センター
　☎ 0296 - 72 - 1200

犬による人への危害や農作物を荒らすなどの被害の相談が多数寄せられています。
犬を飼っている方は、次のことに注意してください。

●犬の放し飼い禁止（散歩のときも、必ずリードを付けて放さない）
　犬の放し飼いは
　　①人を攻撃する（咬

こう

傷
しょう

・傷害）
　　②他人の土地や農作物を荒らす（被害・損害）
　　③他の犬や猫とケンカを引き起こす
　　④交通事故誘発の危険性
　　⑤いろいろな病気の感染およびまん延や中毒の原因
　　⑥逸走の原因
　など他人に迷惑をかけ、愛犬にも危害などが及びます。

●犬が施設から脱出しないよう必要な措置をしてください。

●繋いでいる犬の行動範囲が道路または通路に接しないようにしてください。

●犬の飼育目的などに応じて、周囲に迷惑をかけないよう適正な方法でしつけをし、飼い主の制止に従うよう訓練 
　してください。

●特定犬はオリの中で飼ってください。
　特定犬とは
　　・人に危害を加えるおそれあるものとして定める８犬種（秋田犬、土佐犬、紀州犬、ドーベルマン、グレートデン、ジャー
　　　マン・シェパード、セントバーナード、アメリカンスタッフォードシャー・テリア「ピット・ブル・テリア」）
　　・体長60㎝×体長70㎝以上の大型犬
　オリ
　　・上下四方が囲まれていること
　　・十分な強度があること
　　・人や動物に危害を加えない構造であること

◆問い合わせ先
　県南地方総合事務所総務課
　☎ 029 - 822 - 7010
　※茨城県ホームページ
　　http://www.pref.ibaraki.jp

下り　　－つくば駅方面－
緑数字：区間快速　黒数字：普通　

平　日 時 土・休日

25 53 ５ 25 53

15 30 ６ 15 30

1 23 52 ７ 1 23 52

5 26 50 ８ 4 28 50

11 27 55 ９ 20 50

25 55 10 25 55

13 25 55 11 13 25 55

25 55 12 25 55

13 25 55 13 13 25 55

25 55 14 25 55

13 25 55 15 13 25 55

25 55 16 25 55

25 42 57 17 25 42 57

20 40 18 20 52

0 20 40 19 28 52

0 20 52 20 28 52

16 52 21 16 52

16 55 22 16 55

25 55 23 25 55

15 ０ 15

どうぞ
ご利用ください。



図書館休館日
　平成19年１月１日㈪～４
　日㈭、８日㈪、９日㈫、　
　15日㈪、22日㈪、29日㈪、
　31日㈬
おはなし会（司書のブッ
クトークなど）
　平成19年１月27日㈯
　幼児～小学校低学年
読み聞かせ会（虹の会）
　平成19年１月13日㈯
　午後２時～
　小学生まで
開館時間
　午前10時～午後６時
図書館への問い合わせ
　☎ 58 - 3710

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

らいぶらりあんスピーフィ

シリーズ・新図書館活用達人講座７
☆★図書館の無料イベントに参加しよう　その２★☆
　図書館では毎月第４土曜日に、司書によるおはなし会を実施しています。代々親

しまれてきた、日本や世界のさまざまな昔ばなしを生の声で語り聞かせる「ストー
リーテリング」、図書館とっておきのおすすめ絵本を読み聞かせながら、見どころ
をどんどん紹介していく「ブックトーク」など、専門の児童担当司書による楽し
い直接サービスです。
　また、常設の相談窓口では、「子どもに読み聞かせをしてみたいが、どんな本がい
いのか教えてほしい」「赤ちゃんでも読める本はあるの？」「昔読んだ絵本を探して
いるが、タイトルを思い出せない」など、日々さまざまな読書相談に応じています
ので、お気軽にご利用ください。

　休館中、大変ご不便をおかけしましたが、今年度も無事、点検作業が終了しました。
施設点検、資料の入れ替え、書棚の移動などの作業も行い、より利用しやすい図書
館に生まれ変わりました。
　今回の点検で判明した不明資料件数は次のとおりです。みなさんのお宅に、返し
忘れの資料がございましたら、至急図書館へお返しください。昼間来館できない方は、
夜間・休館時間用返却ポスト（ＣＤ・ビデオは専用ポスト）へお願いします。

みどりの駅時刻表
上り　　－秋葉原駅方面－

緑数字：区間快速　黒数字：普通　
※守：守谷止まり　

平　日 時 土・休日

16 51 ５ 16 51

21 43 ６ 21 43

6 21 36 51 ７ 9 29 49

21 41 56 ８ 20 56

27 40 57 ９ 27 57

27 57 10 27 57

27
守
39 57 11 27

守
39 57

27 57 12 27 57

27
守
39 57 13 27

守
39 57

27 57 14 27 57

27 39 57 15 27 39 57

27 48 16 27 48

1 21 41 17 1 22 34 58

1 11 31 51 18 11 34 58

11 34 47 19 22 46

10 33 58 20 10 34 58

25 54 21 25 54

24 49 22 24 49

23
守
56 23 23

守
56

０

下り　　－つくば駅方面－
緑数字：区間快速　黒数字：普通　

平　日 時 土・休日

29 57 ５ 29 57

19 34 ６ 19 34

4 27 56 ７ 4 27 56

8 29 54 ８ 8 32 54

15 30 59 ９ 24 54

29 59 10 29 59

17 29 59 11 17 29 59

29 59 12 29 59

17 29 59 13 17 29 59

29 59 14 29 59

17 29 59 15 17 29 59

29 59 16 29 59

29 46 17 29 46

1 24 44 18 1 24 56

4 24 44 19 32 56

4 24 56 20 32 56

20 56 21 20 56

20 59 22 20 59

29 59 23 29 59

19 ０ 19

　

糖
尿
病
は
放
っ
て
お
く
と
、
糖
尿
病
神
経
障
害
や
糖
尿
病
網
膜
症
、
糖

尿
病
腎
症
と
い
っ
た
合
併
症
が
現
れ
、
え
そ
4

4

や
失
明
を
起
こ
し
た
り
、
人

工
透
析
が
必
要
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
原

因
と
も
な
り
、
最
近
で
は
若
年
層
や
子
ど
も
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

血
糖
検
査
で
わ
か
る
こ
と

　

血
糖
値
と
は
、
血
液
中
に
含
ま
れ

る
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
で
、
血
液
を
採

取
し
て
調
べ
ま
す
。
定
期
健
診
で
糖

尿
病
や
そ
の
予
備
群
を
ふ
る
い
分
け

る
検
査
は
「
空
腹
時
血
糖
検
査
」
で
、

検
査
の
前
夜
か
ら
10
時
間
以
上
絶
食

し
て
採
血
し
、
午
前
9
時
ご
ろ
に
測

定
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
不
足
ま
た
は
働
き
が
悪
く

な
っ
て
、
ブ
ド
ウ
糖
が
効
率
よ
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
で
き
な
く
な

り
、
血
液
中
に
あ
ふ
れ
出
す
病
気
で

す
。血
糖
値
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら
、

次
の
こ
と
を
参
考
に
食
生
活
を
中
心

に
生
活
を
見
直
し
、
１
日
で
も
早
く

正
常
値
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

― 

運
動
を
し
よ
う 

―

①
毎
日
ま
た
は
１
日
お
き
に
続
け
る

　

こ
と

　

運
動
は
、
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

週
１
回
の
長
い
運
動
よ
り
も
、
１
日

15
分
で
も
毎
日
で
き
る
運
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ら
1
日

8
千
歩
を
目
標
と
し
、
徐
々
に
1
万

歩
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

②
軽
め
の
有
酸
素
運
動
が
大
事

　

運
動
の
種
類
は
有
酸
素
運
動
を
。

ご
く
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ゆ
っ
く
り
長
く
泳
ぐ
水
泳
、

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
。

③
楽
し
め
る
運
動
を
追
加
す
る

　

さ
ら
に
週
に
一
度
く
ら
い
、球
技
、

ダ
ン
ス
、
山
登
り
な
ど
、
自
分
の
好

き
な
種
目
、
楽
し
め
る
運
動
を
行
う

と
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
た
だ
し
、
無
理
せ
ず
、
が
ん

ば
り
過
ぎ
な
い
こ
と
。

②
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
っ
て
、

　

ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
も
し
っ
か
り

　

栄
養
が
偏
ら
な
い
よ
う
糖
質
、
た

ん
ぱ
く
質
、脂
質
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
不
足
し
な

い
よ
う
に
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
、
脂
肪
の
と

　

り
過
ぎ
に
注
意

　

血
糖
値
が
高
い
人
は
極
力
禁
酒

を
。
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
１
日

の
目
安
を
日
本
酒
換
算
で
１
合
程
度

に
お
さ
え
て
。
飲
酒
時
の
食
べ
す
ぎ

に
も
注
意
！

④
で
き
る
だ
け
同
じ
時
刻
に
よ
く
か

　

ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

　

食
事
を
規
則
正
し
く
と
り
、
よ
く

か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
が
よ
く
な
り
、
血
糖
値

が
上
が
り
過
ぎ
る
の
を
妨
げ
ま
す
。

見
直
そ
う
、
生
活
習
慣

見
直
そ
う
、
生
活
習
慣

糖
尿
病
の
予
防
・
改
善
に
は

食
生
活
の
見
直
し
と
運
動
を
！

― 

食
生
活
を
見
直
そ
う 
―

①
腹
八
分
目
を
守
り
、
食
べ
過
ぎ
な

　

い

　

肥
満
は
糖
尿
病
の
危
険
因
子
。
適

正
な
体
重
を
保
つ
た
め
に
も
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
と
り
過
ぎ
な
い
こ
と
。

今回の点検不明点数･･････　1,473点
図書館の蔵書点数･･････114,533点
今年度の市民１人当たりの資料（新聞・雑誌含む）費

･･････187円（資料費7,805,868円÷人口）

おはなし会の様子

　12月のおはなし会は
24日㈰です。
　クリスマスのおはな
しとプレゼントがあり
ます！
　みんなで来てね☆

●
糖
尿
病
検
査
の
基
準
値
●

・
空
腹
時
血
糖
値

　

１
０
０
㎎
／
㎗
未
満

・
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験（
2
時
間
値
）

　

１
０
０
㎎
／
㎗
未
満



福
岡
小
２
年　

飯い
い

泉ず
み　

明あ

日す

香か

　

ビ
ー
ズ
で
ひ
よ
こ
を
作
る
と
き
、

ち
ゃ
ん
と
で
き
る
か
し
ん
ぱ
い
で
し

た
。
ひ
よ
こ
作
り
を
さ
っ
そ
く
や
っ

て
み
る
と
、
さ
い
し
ょ
は
せ
つ
め
い

し
ょ
の
い
み
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
先
生
と
や
っ
た
ら
、
そ

の
せ
つ
め
い
の
い
み
が
わ
か
り
ま
し

た
。ひ
よ
こ
作
り
を
や
っ
て
い
く
と
、

や
っ
と
で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

板
橋
小
４
年　

吉よ
し

村む
ら　

七な

彩み

　

さ
い
ご
ま
で
残
っ
て
し
ま
っ
た
け

ど
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。

豊
小
５
年　

鬼お
に

澤ざ
わ　

咲さ

穂ほ

　

ひ
よ
こ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
初
め
て

作
り
ま
し
た
。
と
て
も
難
し
く
、
最

初
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
テ
グ
ス

を
ク
ロ
ス
し
て
通
す
こ
と
を
覚
え
る

と
簡
単
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
家
で

も
ビ
ー
ズ
を
買
っ
て
作
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

11
月
14
日
か
ら
18
日
の
５
日
間
に
渡
っ
て
、
谷
和
原
公
民
館
に
お
い
て
「
初

心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
19
人
の
方
が
参
加
し
、
マ
ウ
ス
の

使
い
方
か
ら
学
習
し
、
最
終
日
に
は
思
い
思
い
の
年
賀
状
を
作
成
し
ま
し
た
。

鴻こ
う

上が
み　

洋よ
う

子こ

　

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
の
は
初
め
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
思
い
で
し

た
。
な
に
し
ろ
わ
か
ら
な
い
用
語
が

次
々
と
出
て
き
て
理
解
す
る
の
に
手

間
取
り
、操
作
も
遅
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
誤
っ
た
操
作
を
し
て
壊
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
積

極
的
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
私
を
「
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
励
ま

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
に
背

を
押
さ
れ
て
何
と
か
５
日
間
を
終
了

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
３
回
目

頃
ま
で
は
、「
や
っ
ぱ
り
私
に
は
無
理

だ
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、「
大

丈
夫
で
す
よ
」
の
言
葉
に
、
た
だ
た

だ
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

第16回「ゆたか祭り」
　　11月３日、今年で第16回を迎えた「ゆたか祭り」が豊小で開催されました。
講師として21人の方を学校にお招きして、全校児童126人を対象とする「み
んなで学ぶ会」が実施されました。今年の各教室の催しは次のとおりです。
　①おもしろ理科教室１～３年対象（２階３の１）
　②おもしろ理科教室５～６年対象（２階理科室）
　③陶芸教室６年対象（２階図工室）
　④手話教室３～４年対象（３階音楽室）
　⑤絵手紙教室３～５年対象（３階視聴覚室）
　⑥紙すき教室１～４年対象（１階調理室）
　⑦昔遊び教室１～３年対象（２階生活科室）
　１～３学年までの教室では、親子一緒に体験活動や制作をしてもらいまし
た。子どもたちは、楽しい時間を親子で過ごすことができて大変喜んでいま
した。また、通常の授業では体験できない活動を企画したので、多くの児童
が貴重な経験をしたことと思います。
　さらに、昼食時にはＰＴＡ役員の方々の手作りのカレーライス・綿あめ・ポッ
プコーンなどの模擬店やバザーなども開催されて、１日を満喫することがで
きました。

小
絹
小
２
年　

山や
ま

本も
と　

和
な
ご
み

　

つ
く
ば
山
に
の
ぼ
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
お
と
も
だ
ち
が
で
き
て
、
よ

か
っ
た
で
す
。
き
ょ
う
は
、
す
こ
し

つ
か
れ
た
け
ど
、
た
の
し
か
っ
た
で

す
。

豊
小
３
年　

宮み
や

本も
と　

万ま

里り

亜あ

　

さ
い
し
ょ
は
つ
か
れ
た
け
れ
ど

も
、
さ
い
ご
は
な
れ
て
き
た
の
で
、

ち
ゃ
ん
と
歩
け
ま
し
た
。
つ
く
ば
山

を
の
ぼ
る
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
と
て
も
い
い
天
気
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
。

板
橋
小
３
年　

片か
た

平ひ
ら　

瑠る

夏か

　

お
友
だ
ち
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。き
ょ
う
は
つ
か
れ
た
け
ど
、

と
て
も
楽
し
く
の
ぼ
れ
た
し
、
べ
つ

の
学
校
の
子
と
班
で
行
動
し
て
、
お

友
だ
ち
に
な
っ
た
の
で
、
み
ん
な
で

お
み
や
げ
を
買
っ
た
り
し
た
の
が
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

小
絹
小
４
年　

吉よ
し

岡お
か　

花か

野の

　

楽
し
か
っ
た
で
す
。
道
に
は
、
石

や
木
が
転
が
っ
て
い
て
、
登
り
に
く

か
っ
た
け
ど
、
転
が
っ
て
い
た
木
を

つ
え
に
し
て
、
み
ん
な
と
助
け
合
い

な
が
ら
登
り
ま
し
た
。「
べ
ん
け
い
七

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
参
加
者
を

募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
・
学
年
の
垣
根
を
超
え
、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

「
筑
波
登
山
ー
ふ
も
と
か
ら
の
ぼ
っ
て
み
よ
う
ー
」

　

10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
「
筑
波
登
山
」
に
は
、
38
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。
ふ
も
と
か
ら
御
幸
が
原
を
目
指
す
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
遠
く
見
え
る
山
頂
は
は
る
か
彼
方

の
よ
う
で
し
た
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
坂
道
や
岩
場
を
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
な

が
ら
歩
く
様
子
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
登
り
き
っ
た
後
、
新
し
い
友

達
と
共
に
食
べ
た
お
弁
当
は
格
別
の
よ
う
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

ビ
ー
ズ
工
作

　

11
月
18
日
に
、
谷
和
原
公
民
館
で
行
わ
れ
た
「
ビ
ー
ズ
工
作
」
に
は
、
19
人

の
子
ど
も
た
ち
と
低
学
年
の
子
の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
子

ど
も
た
ち
が
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
た
め
、
ビ
ー
ズ
に
テ
グ
ス
を
通
す
だ
け

で
も
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
や
保
護
者
の
方
の
力
を
借
り
、
見
本
を
見

つ
め
な
が
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
小
さ
な
か
わ
い
い
ひ
よ
こ
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
が
で
き
あ
が
る
と
、
か
わ
い
い
笑
顔
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

谷
井
田
小
３
年　

天あ
ま

池い
け　

紗さ

莉り

菜な

　

と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
行
け

た
ら
ま
た
行
き
た
い
で
す
。
新
し
い

友
だ
ち
も
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

も
ど
り
」
の
と
こ
ろ
も
く
ぐ
り
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
こ

の
メ
ン
バ
ー
と
ま
た
登
り
た
い
で

す
。

谷
原
小
５
年　

荒あ
ら

井い　

莉り

沙さ

　

筑
波
山
の
ふ
も
と
か
ら
登
っ
た
の

は
初
め
て
で
、
最
初
は
つ
か
れ
て
い

谷
井
田
小
２
年　

川か
わ

口ぐ
ち　

実み

希き

　

ひ
よ
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
か
ん
せ

い
す
る
と
か
わ
い
い
の
に
、
作
る
の

は
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
あ
あ
い

う
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
た
の
は
は
じ

め
て
だ
っ
た
の
で
、
た
の
し
か
っ
た

で
す
。

谷
原
小
２
年　

文ふ
み

倉く
ら　

千ち

晴は
る

　

は
じ
め
て
だ
か
ら
む
ず
か
し
か
っ

た
け
ど
、
先
生
が
し
ん
せ
つ
に
お
し

え
て
く
れ
た
の
で
、
か
わ
い
い
ひ
よ

こ
が
作
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。ま
た
、

作
っ
て
み
た
い
で
す
。

た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
友
達
も
で
き
た
し
、

幼
稚
園
の
こ
ろ
の
友
達
と
も
会
え
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、筑
波
山
に
登
り
た
い
で
す
。

　

今
日
一
日
楽
し
か
っ
た
で
す
。

生
涯
学
習
講
座
（
敬
称
略
）



市
民
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

▼
テ
ー
マ
＝
生
活
習
慣
病
に
な

　

ら
な
い
た
め
に　

―
こ
う
し

　

て
糖
尿
病
や
脳
卒
中
を
予
防

　

し
ま
し
ょ
う
―

▼
日
時
＝
平
成
19
年
１
月
13
日

　

㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

30
分
（
開
場
＝
午
後
１
時
）

▼
場
所
＝
市
民
ホ
ー
ル
と
よ
さ

　

と（
つ
く
ば
市
豊
里
庁
舎
隣
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
内
容

・「
知
っ
て
く
い
と
め
よ
う
、
し

　

の
び
寄
る
生
活
習
慣
病
」

　

講
師
＝
島し

ま

野の　

仁
ひ
と
し

氏
（
筑
波

　

大
学
付
属
病
院
教
授
）

・「
糖
尿
病
患
者
さ
ん
か
ら
の

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

司
会
＝
川か
わ

井い

紘こ
う

一い
ち

氏
（
川
井

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

・「
脳
卒
中
を
防
ぐ
た
め
に
」　

　

講
師
＝
小こ

松ま
つ

洋よ
う

治じ

氏
（
筑
波

　

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院

　

脳
神
経
外
科
科
長
）

▼
主
催
＝
つ
く
ば
市
医
師
会
、

　

筑
波
大
学
医
師
会
、
茨
城
県

　

医
師
会

▼
共
催
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

　

つ
く
ば
市

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

つ
く
ば
市
医
師
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
８
７
７
‐
１
４
１
４

■子宮がん・乳がん検診のお知らせ
◎集団検診

実　施　日 会　場 申  込  期  間 申　込　方　法

平成19年２月17日㈯ 伊奈保健センター
平成19年１月22日㈪

２月２日㈮
※定員になり次第締
　め切らせていただ
　きます。

申込受付専用電話　☎ 2
にっこり

5  - 2
つ

9
く

8
ば

3
みらい

または、谷和原保健福祉センター・伊奈保健セン
ター窓口（土・日を除く）
（申込受付時間：午前９時～午後５時）２月24日㈯ 谷和原保健福祉センター

※検診当日の受付時間は、申込状況に応じて割り振らせていただきます。

◎医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行していますが、平成18年度は平成19年２月28日㈬で終了
となります。
●発行期間　平成19年２月28日㈬まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
●有効期間　発行日より平成19年２月28日㈬まで
●申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　　※登録医療機関については、健康増進課へお問い合わせください。

＜検診内容＞

子宮がん検診年齢区分　※1 検　診　項　目
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診

20歳以上 頸
けい

部細胞診 600円 1,200円

乳がん検診年齢区分　　※1 　　　　　   検　診　項　目
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診

20歳～ 39歳の方 超音波 600円 1,200円

40歳～ 49歳の方 超音波＋マンモグラフィ（２方向）　※２ 1,200円
（超音波のみは600円）

2,400円
（超音波のみは1,200円）50歳～ 56歳の方 超音波＋マンモグラフィ（１方向）　※２

57歳以上の方 　　　　マンモグラフィ（１方向）　※２ 600円 1,200円

※１　年齢は、平成19年３月31日時点での年齢となります。
※２　マンモグラフィ（乳房エックス線検査）は、被ばく量を考慮し２年に１回の検診となります。

★今月の「保健だより」は、次のページに続きます。

～

◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

健
康
増
進
課
か
ら
の

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
食
生
活
改

善
推
進
員
に
よ
る
「
第
五
回
ヘ

ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、『
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献

立
』
で
す
。
ち
ょ
っ
と
一
工
夫

し
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
平
成
19
年
１
月
23
日

　

㈫　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー

○
サ
バ
の
甘
酢
和
え

○
白
菜
と
帆
立
の
ス
ー
プ

○
小
松
菜
と
え
の
き
だ
け
の
炒

　

め
煮

○
簡
単
ト
リ
ュ
フ

▼
費
用
＝
一
人　

２
０
０
円

▼
定
員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多

　

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
平
成
19
年
１
月

　

９
日
㈫

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
‐
２
１
０
０

■未受診者健診のお知らせ　～平成18年度、健診未受診者の方へ～
●対象者
　18歳以上の方。ただし、以下の方は対象外となります。
　①平成18年度に、総合健診および基本健診を受診された方
　②平成18年度に、職場などの健診を受診された方、これから受診予定の方
　③平成18年度に、人間ドックを受診された方
　※平成17年度に住民健診を受診し、平成18年度未受診の方には平成19年１月中に受診券を郵送します。受診券が郵送され
　　ない方は、ご連絡ください。

●実施日程・会場

実施日
午前会場 午後会場

午前９時30分～ 11時 午後１時30分～３時
平成19年１月27日㈯ 伊奈保健センター

１月31日㈬ 谷和原保健福祉センター

●健診項目・負担額
健　診　項　目 対　象　者 負担額

基本健康診査 18歳以上 1,000円

胸部Ｘ線
検　　査

結核検診 18歳以上 無料
肺がん検診 40歳以上 無料

大腸がん検診　※１ 18歳以上 300円
前立腺がん検診　※３ 50歳以上男性 400円
肝炎ウイルス検診 平成18年度中に40・45・50・55・60・65・70歳になる方 1,000円
介護スクリーニング検診　※２※３ 65歳以上で基本健康診査を受診される方 無料

喀
かく

痰
たん

細胞診　※１※３ 40歳以上 600円

※１　健診当日容器を配布し、後日回収します。
　　　回収日：１月27日㈯分は２月１日㈭、１月31日㈬分は２月６日㈫　※各日とも午前９時～ 10時30分
※２　健診当日、問診票を記入していただきます。メガネの必要な方はご持参ください。
※３　前立腺がん検診、介護予防スクリーニング検診、喀痰細胞診は単独では受けられません。

健
康
な
か
ら
だ
は
食
事
か
ら

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室



■ノロウイルス（小型球形ウイルス）食中毒にご注意！
　今冬もすでに各地でノロウイルスによる集団感染が発生しており、死亡者が
出ています。また、昨年よりも早い時期にノロウイルスの発生数が増加してき
ています。
　ノロウイルスは十分に加熱すれば滅菌することができます。汚染された手や
調理器具などを介してうつりますので、手洗いや調理器具の洗浄などに日ごろ
から気をつけることが大切です。
　以前は、ノロウイルスといえばカキの生食が原因といわれましたが、最近で
は生カキ以外の貝類や、貝類とは全く関係のない食品が原因と考えられる事例
や、全く胃腸炎症状を呈しない人のふん便からウイルスが検出され、無症状で
もウイルスを排せつしていることが明らかにされている例が報告されていま
す。これらのような食中毒を防ぐため、以下の事項に注意してください。

●手はこまめに洗う
　①調理の前には、石けんなどで十分に手を洗いましょう。

　②風邪に似た症状の場合もあるので、その際には特に入念に洗いましょう。

●調理器具をわける、きちんと洗浄する
　①魚介類、特にカキなどの二枚貝（他にハマグリ、シジミ、ムール貝など）を調理した際は、水などがはねて他の調理器

　　具が汚染されないように配慮し、また、調理器具はきちんと洗浄しましょう。

　②魚介類を扱った調理器具と、生のまま食べる野菜などでは調理器具をわけ、また、加熱前と加熱後でも器具をわけるよ

　　うにしましょう。

●十分に加熱する 
　①食品を加熱する際には、食品の中央まで火が通るように十分に加熱しましょう。

　②十分に加熱していないものは、 ノロウイルスに限らず食中毒の原因となる可能性があるという前提で、調理の際には配慮

　　しましょう。

●フキンは十分に消毒する
　　手ふきや食器ふきに使用したフキンは洗剤で洗うだけでなく、熱湯や漂白剤（0.5％次亜塩素酸ナトリウム）で消毒し、

　　日光に当てるか乾燥機で十分に乾燥させましょう。

●体調を崩している場合は調理に従事しない 
　　下痢をしているときは、調理に従事しないようにしましょう。調理者の家族が下痢をしているときには、調理時や配膳

　時には念のため使い捨ての手袋の使用が望まれます。

●井戸水は消毒する 
　　ノロウイルスは、人の腸管内で増殖し、ふん便中に排出され、水系汚染をおこし、食品などを介して感染する可能性が

　あります。したがって井戸水を使用する場合には、消毒してから使いましょう。原水が水道水であっても、貯水槽を使用

　している場合は、使用水の残留塩素を定期的に調べましょう。

◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

健
康
増
進
課
か
ら
の

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

献
血
の
お
知
ら
せ

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
期
日
＝
平
成
19
年
１
月
23
日

　

㈫　

　

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

②
期
日
＝
平
成
19
年
1
月
29
日

　

㈪
〈
午
前
の
部
〉

　

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
＝
市
谷
和
原
庁
舎

〈
午
後
の
部
〉

　

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３

　

時
30
分

　

場
所
＝
谷
和
原
商
工
会

献
血
の
で
き
る
方
は
…

　
　
　

⬅

■成人歯科検診のお知らせ
●対象者　18歳以上の方
●日　程

実　施　日 会　場 受  付  期  間 申込期間・申込方法

平成19年１月31日㈬ 伊奈保健センター
①午後１時30分～
②午後２時～　
③午後２時30分
④午後３時
⑤午後３時30分～

●申込期間
　平成19年１月９日㈫～ 19日㈮
●申込方法
　申込受付専用電話　☎ 2

にっこり

5  - 2
つ

9
く

8
ば

3
みらい

または、谷和原保健福祉センター・伊奈保健セン
ター窓口
（申込受付時間：土・日を除く午前９時～午後５時）

２月１日㈭ 谷和原保健福祉センター

２月２日㈮ 伊奈保健センター

２月３日㈯ 谷和原保健福祉センター

２月７日㈬ 伊奈保健センター

※定員になり次第締め切らせていただきます。
●検診内容　１．問診、サリバスターテスト
　　　　　　２．歯科診察
　　　　　　３．ブラッシング指導
●負 担 額　500円

■骨粗しょう症検診のお知らせ
●対象者　市内に住む18歳以上の方
●日　程

実　施　日 会　場 受  付  期  間 申込期間・申込方法

平成19年２月21日㈬ 伊奈保健センター
午前９時30分～ 11時 ●申込期間

　平成19年２月５日㈪～ 16日㈮
●申込方法
　申込受付専用電話　☎ 2

にっこり

5  - 2
つ

9
く

8
ば

3
みらい

または、谷和原保健福祉センター・伊奈保健セン
ター窓口
（申込受付時間：土・日を除く午前９時～午後５時）

午後１時30分～３時

２月28日㈬
谷和原保健福祉センター 午前９時30分～ 11時

小絹コミュニティセンター 午後１時30分～３時

※定員になり次第締め切らせていただきます。
●検診内容　かかとの骨に超音波をあて、骨量を測定します。
●負 担 額　500円

献血の種類
項　目

全　血　献　血 成　分　献　血
200㎖献血 400㎖献血 血しょう 血小板

１回採血量 200㎖ 400㎖ 300 ～ 600㎖ 400㎖以下
年　齢 ※ 16 ～ 69歳 18 ～ 69歳 18 ～ 69歳 18 ～ 54歳

体　重
男性　45㎏以上
女性　40㎏以上

男女とも
50㎏以上

男性　45㎏以上
女性　40㎏以上

※60～ 69歳の方は、60～ 64歳までに献血の経験がある方に限られます。

採

血

基

準



※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

平
成
19
年
度
入
学
生
募
集

高
３
〜
大
人
の
た
め
の

冬
期
海
外
派
遣
事
業

▼
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語
学
研

　

修
、
異
世
代
交
流
、
教
育
現
場
見

　

学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化

　

交
流
会
、
地
域
見
学
な
ど

▼
派
遣
先
＝
ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
カ

　

ン
ボ
ジ
ア

▼
対
象
＝
高
校
3
年
生
〜
大
人
ま
で

▼
参
加
費
＝
28
万
５
千
円
〜
36
万
円

▼
申
込
締
切
＝
平
成
19
年
1
月
15
日

　

㈪

　
　
　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

第
10
回
犬
・
猫
里
親
の

会
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
平
成
19
年
度

４
月
生
を
募
集
し
ま
す

　

一
般
入
学
者（
板
金
科
）

募
集

▼
訓
練
科
名
＝
板
金
科

▼
募
集
定
員
＝
10
人

▼
訓
練
期
間
＝
1
年

▼
訓
練
内
容
＝
製
作
図
面
に
従
い
、

　

板
金
加
工
・
溶
接
技
術
（
ガ
ス
・

　

ア
ー
ク
・
半
自
動
）
な
ど
に
よ
り

　

板
金
製
品
の
製
作
が
で
き
る
程
度

　

の
基
本
的
な
知
識
技
能
を
学
ぶ

　

文
（
学
力
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
出
願
書
類
配
布
＝
竜
ヶ
崎
第
一
高

　

等
学
校
事
務
室
で
交
付
し
ま
す
。

　

郵
送
希
望
者
は
、
１
４
０
円
切
手

　

を
同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
提
出
日
＝
平
成
19
年
2
月
2

　

日
㈮
、
5
日
㈪
、
6
日
㈫

▼
面
接
な
ど
の
実
施
日
＝
平
成
19
年

　

3
月
7
日
㈬

　
　
　

県
立
竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校

　

定
時
制（
午
後
1
時
30
分
〜
7
時
）

☎
０
２
９
７
‐
62
‐
２
１
４
６

〒
３
０
１
‐
０
８
４
４

　

龍
ヶ
崎
市
平
畑
２
４
８

問
申

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
た
め
、
生
涯
学
習
や
退
職
後
の

生
き
が
い
作
り
と
し
て
、
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
か

　

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目

　

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

　

持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で
全
科

　

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4
年

　

以
上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
を

　

取
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教

　

養
）
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
体
系
的
に
ひ
と
つ
の
分
野
を
学
べ

　

る
よ
う
に
、
大
学
が
指
定
し
た
科

　

目
群
か
ら
一
定
数
単
位
を
取
得
し

　

た
方
に
認
証
状
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
さ
ら
に
、
専
門
的
に
学
び
た
い
方 

　

に
は
、
大
学
院
も
併
設
し
て
い
ま

　

す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

　

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
＝
平
成
19
年
2
月
15
日

　

㈭
ま
で

　
　
　

放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン　

　

タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
８
３

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

問
申

　

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
・
願
書

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容

・
高
等
学
校
普
通
科
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放

　

送
を
利
用
し
、
3
年
で
高
校
卒
業

　

資
格
取
得
）

・
高
等
学
校
選
科
（
修
得
科
目
は
高

　

卒
認
定
試
験
の
受
験
免
除
）

・
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス
（
介
護

　

福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）

・
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら

　

資
格
ま
で
約
２
０
０
コ
ー
ス
）

▼
募
集
期
間

・
高
等
学
校
普
通
科
・
選
科
＝
平
成

　

19
年
2
月
1
日
㈭
〜
4
月
20
日
㈮

・
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス
＝
平
成

　

19
年
2
月
1
日
㈭
〜
3
月
1
日
㈭

・
生
涯
学
習
通
信
講
座
＝
随
時

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

☎
０
１
２
０
‐
06
‐
８
８
８
１

☎
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

問
申

問
申

▼
応
募
資
格
＝
中
学
校
を
卒
業
し
た

　

方
（
平
成
19
年
3
月
に
中
学
校
卒

　

業
見
込
み
の
方
含
む
）
も
し
く
は

　

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
方

▼
受
付
期
間
＝
平
成
19
年
1
月
15
日

　

㈪
〜
26
日
㈮

▼
提
出
書
類
＝
入
学
願
書
、調
査
書
、

　

健
康
診
断
書
（
過
年
度
卒
の
み
）

▼
試
験
日
＝
平
成
19
年
2
月
2
日
㈮

▼
選
考
内
容
＝
国
語
、
数
学
、
面
接

▼
試
験
場
所
＝
県
立
古
河
産
業
技
術

　

専
門
学
院

　
　
　

県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学

　

院
☎
０
２
８
０
‐
76
‐
０
０
４
９

問
申問

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
欲
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
平
成
19
年
1
月
７
日
㈰　

　

午
後
1
時
〜
3
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎
常
陽
銀

　

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近

　

  

占う
ら

部べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

茨
城
県
立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

▼
定
員
＝
（
農
学
科
20
人
、
畜
産
学

　

科
10
人
、
経
営
情
報
学
科
10
人
、

　

果
樹
園
芸
学
科
10
人
、
野
菜
園
芸

　

学
科
20
人
、花
き
園
芸
学
科
10
人
）

※
一
般
試
験
前
期
・
後
期
で
定
員
の

常
総
広
域
障
害
者
支
援

施
設
入
所
者
募
集

　　

常
総
市
、
取
手
市
、
守
谷
市
、
つ

く
ば
み
ら
い
市
で
構
成
す
る
常
総
地

方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で
は
、

主
と
し
て
身
体
障
害
者
と
知
的
障
害

者
を
対
象
と
し
た
障
害
者
支
援
施
設

を
建
設
し
、
常
時
介
護
の
必
要
な
障

害
者
の
夜
間
介
護
を
行
う
入
居
施
設

と
、
日
中
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

自
立
訓
練
施
設
を
整
備
し
た
障
害
者

支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

常
総
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で

は
、
こ
の
障
害
者
「
常
総
広
域
障
害

者
支
援
施
設
」
の
入
所
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
入
所
の
募
集
人
員
＝
56
人

▼
入
所
申
込
み
の
で
き
る
障
害
者

①
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
、

　

障
害
程
度
区
分
が
「
４
」
以
上
の

　

方
（
50
歳
以
上
の
方
は
、
障
害
程

　

度
区
分
が
「
３
」
以
上
）

市税の納付は便利で確実な「口座振替」がおすすめです　～詳しくは税務課または指定金融機関へ～市税の納付は便利で確実な「口座振替」がおすすめです　～詳しくは税務課または指定金融機関へ～

竜
ヶ
崎
一
高
定
時
制

成
人
特
例
入
学
者
募
集

　
▼
応
募
資
格

・
原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
地
ま
た

　

は
勤
務
地
が
あ
る
方

・
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

　

校
を
卒
業
し
て
い
る
方

・
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
、
満
20

　

歳
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
高
等
学
校
普
通
科
を
卒

　

業
し
て
い
る
方
を
除
く

▼
募
集
学
科
お
よ
び
人
員
＝
普
通
科

　
（
一
般
入
学
者
・
推
薦
入
学
者
と

　

合
わ
せ
て
40
人
）

▼
選
抜
方
法
＝
調
査
書
、
面
接
、
作

小
・
中
学
校
非
常
勤
講
師

採
用
希
望
者
登
録

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
Ｔ
Ｔ
非
常

勤
や
育
休
・
療
休
補
充
の
臨
時
的
任

用
職
員
を
採
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
採
用
対
象
者
と
し

て
登
録
し
ま
す
の
で
、
志
願
書
を
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
先
＝
市
内
の
小
・
中
学
校

▼
志
願
者
の
資
格

①
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
教
員

　

の
免
許
状
を
有
す
る
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事

　

項
に
該
当
し
な
い
方

※
様
式
・
勤
務
条
件
な
ど
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
志
願
の
方
法
＝
市
教
育
委
員
会
学

　

校
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

市
谷
和
原
庁
舎
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
２
０
１
）

問
申

　

40
％
程
度
を
募
集
し
ま
す
。

▼
願
書
の
受
付
期
間

・
前
期
＝
平
成
19
年
1
月
17
日
㈬
ま

　

で
・
後
期
＝
平
成
19
年
2
月
7
日
㈬
〜

　

26
日
㈪

▼
試
験
日

・
前
期
＝
平
成
19
年
1
月
31
日
㈬

・
後
期
＝
平
成
19
年
3
月
6
日
㈫

　
　
　

県
立
農
業
大
学
校

☎
０
２
９
‐
２
９
２
‐
０
０
１
０

問
申

茨
城
県
自
然
博
物
館

展
示
解
説
員
募
集

▼
受
付
期
間
＝
平
成
19
年
1
月
3
日

　

㈬
〜
12
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
〜

　

午
後
5
時
（
休
館
日
を
除
く
）

▼
面
接
日
＝
平
成
19
年
1
月
28
日
㈰

▼
職
名
＝
展
示
解
説
員
（
県
非
常
勤

　

嘱
託
員
）

▼
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
名

▼
職
務
内
容
＝
入
館
者
に
対
す
る
展

　

示
品
お
よ
び
資
料
の
解
説
・
館
内

　

の
案
内
、
入
場
券
売
お
よ
び
改
札

　

な
ど

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
4
月
1
日  

　

㈰
〜
平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で
㈪

※
雇
用
更
新
可

②
常
総
市
、
取
手
市
、
守
谷
市
、
つ

　

く
ば
み
ら
い
市
に
住
所
が
あ
る
方
、 

　

ま
た
は
出
身
世
帯
が
４
市
に
あ
る

　

方
（
現
在
入
所
す
る
前
の
住
所
が

　

４
市
に
あ
っ
た
方
）

③
年
齢
が
18
歳
以
上
の
方

▼
申
込
期
間
＝
平
成
19
年
1
月
31
日

　

㈬
ま
で

▼
施
設
の
場
所
＝
常
総
市
大
生
郷
町

　

１
８
８
０

▼
開
設
年
月
日
＝
平
成
19
年
8
月
1

　

日
㈬

▼
入
所
の
決
定
＝
施
設
入
所
判
定
会

　

議
に
お
い
て
入
所
者
を
決
定
し
ま

　

す
。

　
　
　

市
伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
５
４
）

問
申

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5

　

時
15
分
（
週
４
日
勤
務
）

▼
応
募
資
格
＝
昭
和
51
年
4
月
2
日

　

〜
平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
方

▼
応
募
方
法
＝
履
歴
書
（
市
販
の
も

　

の
）、
作
文
「
応
募
の
動
機
」（
原

　

稿
用
紙
2
枚
）、
第
1
次
選
考
結

　

果
通
知
用
返
信
封
筒
（
90
円
切
手

　

を
は
っ
た
も
の
）
を
郵
送
ま
た
は

　

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　
　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城

　

県
自
然
博
物
館
管
理
課

☎
０
２
９
７
‐
38
‐
０
９
２
２

〒
３
０
６
‐
０
６
２
２

　

坂
東
市
大
崎
７
０
０

問
申



◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

労
働
力
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の

就
業
の
状
況
を
調
べ
る
調
査
で
す
。

就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
経
済
対
策
や
雇
用
失
業
対
策
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、労
働
力
調
査
が
行
わ
れ
、

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
調

査
対
象
地
区
内
の
各
世
帯
に
名
簿
づ

急
な
病
気
や
け
が
の

と
き
は

　
①
茨
城
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

　

病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
、
お
医
者
さ

ん
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
電
話
で
探
す　

※
24
時
間
対
応

問
申

　

2
時
30
分
）、「
た
の
し
い
食
事
・

　

お
や
つ
の
コ
ツ
」（
午
後
2
時
30

　

分
〜
3
時
）

▼
個
別
相
談
会
お
よ
び
情
報
交
換
会

　
（
午
後
3
時
〜
）

・
対
応
者
＝
医
師
、
管
理
栄
養
士
、

　

親
の
会
、
難
病
相
談
員
な
ど

※
個
別
相
談
は
予
約
制
で
1
人
20
分

　

程
度
で
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て

　

専
門
家
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

　

が
、定
員
は
４
〜
５
人
と
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
若
年
性
糖
尿
病
を
も
つ
児

　

童
の
保
護
者
、
関
係
者
な
ど

▼
申
込
期
限
＝
平
成
19
年
1
月
10
日

　

㈬
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
無
料
保
育
（
定
員
20
人

　

程
度
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希

　

望
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

竜
ヶ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
７
‐
62
‐
２
１
７
２

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許

取
得
の
た
め
の
講
習
会

　
①
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

　

2
日
間
の
講
習
で
小
規
模
ボ
イ

ラ
ー
（
小
型
ボ
イ
ラ
ー
含
む
）
の
取

扱
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
平
成
19
年
1
月
27
日
㈯
、

　

28
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
会
場
＝
茨
城
県
Ｊ
Ａ
会
館
（
水
戸

　

市
）

▼
費
用
＝
1
万
１
８
０
０
円

▼
受
付
日
＝
平
成
19
年
1
月
10
日
㈬

　

〜
12
日
㈮

②
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

　

3
日
間
の
講
習
で
２
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士
免
許
試
験
の
受
験
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
期
日
お
よ
び
会
場

・
学
科
＝
平
成
19
年
2
月
3
日
㈯
、

　

4
日
㈰
（
水
戸
市
）

・
実
技
＝
平
成
19
年
2
月
10
日
㈯ 

　
（
日
立
市
）、
2
月
15
日
㈭
（
筑
西

　

市
）、
2
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰
（
ひ

　

た
ち
な
か
市
）
※
希
望
日
1
日

▼
費
用
＝
受
講
料
1
万
4
千
２
０
０

　

円
▼
受
付
日
＝
平
成
19
年
1
月
22
日
㈭

　

〜
24
日
㈯

　
　
　

㈳
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
茨
城
支

　

部
☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
６
１
８
５

申
問

※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

平
成
19
年
版
県
民
手
帳

に
つ
い
て

問 く
り
の
た
め
に
お
伺
い
し
ま
す
。
こ

の
名
簿
を
も
と
に
調
査
世
帯
を
選
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
の
内
容
を
他
に
も
ら

す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
世
帯
に

迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

県
企
画
部
統
計
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
４
９

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

〜
工
業
統
計
調
査
〜

　

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
、
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本

年
12
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

  

市
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
４
１
）

問

　
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
案
内
）

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
４
１
９
９

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
す

http://w
w
w
.qq.pref.ibaraki.jp/

・
携
帯
サ
イ
ト
で
探
す

http://w
w
w
.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

②
茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
心
配
な

と
き
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

　

除
く
）　

午
後
6
時
30
分
〜
午
後

　

10
時
30
分

▼
相
談
料
＝
無
料

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話

＃
８
０
０
０

・
携
帯
電
話
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固

　

定
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
公
衆
電
話

☎
０
２
９
‐
２
５
４
‐
９
９
０
０

☆
緊
急
、
重
症
の
場
合
は
、
迷
わ
ず

　
「
１
１
９
」
へ

　

平
成
19
年
版
県
民
手
帳
が
到
着
し

ま
し
た
の
で
、
代
金
引
換
で
配
布
し

ま
す
。
申
込
み
の
際
に
指
定
し
た
受

取
場
所
へ
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

  

市
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
４
１
）

問

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

つ
く
ば
み
ら
い
市

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　　

思
い
出
に
残
る
式
典
に
し
よ
う

と
、
実
行
委
員
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
成
人
さ
れ
る
み
な
さ
ん
、
み
ん

な
で
新
し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時
＝
平
成
19
年
１
月
７
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
（
※
受
付
午
後

　

１
時
〜
）

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

▼
対
象
者
＝
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

　

昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市

　

内
在
住
の
方

※
対
象
者
（
12
月
１
日
現
在
市
内
在

　

住
者
）
に
は
、
12
月
上
旬
に
案
内

　

状
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

市
内
（
旧
伊
奈
町
・
旧
谷
和
原
村
）

　

の
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

　

は
、
現
在
本
市
に
住
民
票
が
な
く

　

て
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
参
加

　

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
生
涯
学

　

習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

・
谷
和
原
公
民
館
〜
き
ら
く
や
ま
会

　

場
間
（
谷
和
原
公
民
館
発
）
＝
正

　

午
、
午
後
０
時
30
分
の
２
回

・
伊
奈
公
民
館
〜
き
ら
く
や
ま
会
場

　

間
（
伊
奈
公
民
館
発
）
＝
午
後
０

　

時
30
分
の
１
回
）

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
教
育
委
員
会
生

冬
の
野
鳥
観
察
会
の

お
知
ら
せ

　
▼
日
時
＝
平
成
19
年
１
月
20
日
㈯　

　

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
２
時
ま
で

※
小
雨
の
場
合
は
、
決
行
ま
た
は
会

　

議
室
で
の
講
義
、荒
天
の
場
合
は
、

　

中
止
に
な
り
ま
す
。　

▼
集
合
場
所
＝
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境

　

科
学
セ
ン
タ
ー

▼
観
察
場
所
＝
潮
来
市
水
原
・
白
鳥

　

の
里
（
北
浦
）

　

涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
２
１
２
、８
２
１
３
）

問

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

見
学
・
試
食
会
を
開
催

　　

1
月
24
日
㈬
か
ら
30
日
㈫
は
、
全

国
学
校
給
食
週
間
で
す
。

　

こ
の
週
間
中
の
行
事
と
し
て
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
「
施
設
見
学
・

試
食
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
平
成
19
年
1
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
会
場
＝
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、 

　

谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
一
般
市
民
の
方

▼
定
員

・
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
25
人

・
谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
15

　

人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
費
用
＝
２
４
０
円

▼
献
立
＝
麦
ご
飯
、
牛
乳
、
鯖さ

ば

の
み

　

ぞ
れ
煮
、
白
菜
と
ほ
う
れ
ん
草
の

　

あ
え
物
、
味
噌
け
ん
ち
ん
汁
、
セ

　

レ
ク
ト
デ
ザ
ー
ト（
2
種
類
の
ヨ
ー 

　

グ
ル
ト
か
ら
お
選
び
い
た
だ
き
ま

　

す
。）

▼
申
込
期
間
＝
平
成
19
年
1
月
９
日

　

㈫
〜

　
　
　

伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

☎
58
‐
５
７
０
１

　
　
　

谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
52
‐
２
３
３
８

申
問

申
問

在
職
者
訓
練
講
座
の

ご
案
内

　
▼
講
座
の
種
類
お
よ
び
期
日

①
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
０
０
２
基
礎

　

平
成
19
年
1
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

　

平
成
19
年
2
月
19
日
㈪
〜
21
日
㈬

③
ア
ク
セ
ス
２
０
０
２
基
礎

　

平
成
19
年
3
月
7
日
㈬
〜
9
日
㈮

④
新
入
社
員
基
礎
訓
練

　

平
成
19
年
3
月
22
日
㈭
〜
23
日
㈮

▼
定
員
＝
各
講
座
10
人
（
④
の
み
20

　

人
）

▼
会
場
＝
県
立
古
河
産
業
技
術
専
門

　

学
院

▼
受
講
料
＝
各
講
座
2
千
９
０
０
円

▼
申
込
方
法
＝
受
講
願
書
に
受
講
料

　

を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学

　

院
☎
０
２
８
０
‐
76
‐
０
０
４
９

申
問

▼
講
師
＝
山や

ま

口ぐ
ち

萬ま

壽す

美み

氏
（
茨
城
県

　

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
募
集
人
数
＝
30
人
（
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
）

▼
応
募
方
法
＝
平
成
19
年
１
月
18
日

　

㈭
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、住
所
（
〒
含
む
）・
氏
名
・

　

学
年
（
年
齢
）・
電
話
番
号
・
当

　

セ
ン
タ
ー
の
無
料
送
迎
バ
ス
の
利

　

用
の
有
無
（
※
迎
え
＝
土
浦
駅
東

　

口　

午
前
９
時
発　

帰
り
＝
当
セ

　

ン
タ
ー　

午
後
２
時
発
）
を
お
知

　

ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
参
加
費
無
料
、
筆
記
用

　

具
、
弁
当
、
飲
み
物
な
ど
は
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

　
　
　

茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ 

　

ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
８
‐
０
９
６
２

℻  
　

０
２
９
‐
８
２
８
‐
０
９
６
７

〒
３
０
０
‐
０
０
２
３　

　

土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３　
　

　

http://w
w
w
.kasum

igaura.　

　

pref.ibaraki.jp/

問
申若

年
性
糖
尿
病
講
演
会

お
よ
び
個
別
相
談
会

　
▼
日
時
＝
平
成
19
年
1
月
20
日
㈯

　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
＝
竜
ヶ
崎
保
健
所
（
龍
ヶ
崎

　

市
２
９
８
３
‐
１
）

▼
講
演
＝
「
若
年
性
糖
尿
病
と
上
手

　

に
付
き
合
お
う
」（
午
後
1
時
〜



◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
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問

問

問

問

　

で
20
歳
以
上
）
で
、
10
ア
ー
ル
以

　

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
経
営

　

主
お
よ
び
同
居
の
親
族
（
親
族
の

　

範
囲
は
、
６
親
等
内
の
血
族
と
配

　

偶
者
お
よ
び
３
親
等
内
姻
族
）
で

　

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
耕
作

　

に
従
事
し
て
い
る
方

▼
提
出
期
限
＝
申
請
書
は
行
政
協
力

　

員
を
通
し
配
布
・
回
収
を
行
い
ま

　

す
。
平
成
19
年
１
月
７
日
㈰
ま
で

　

に
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
行
政
協
力
員
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
ご
不

　

明
の
点
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

つ
く
ば
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
方

　

へ

　

日
本
に
住
所
が
あ
っ
て
、
日
本
の

医
籍
、
歯
科
医
籍
、
薬
剤
師
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
医
師
、歯
科
医
師
、

薬
剤
師
の
方
は
す
べ
て
、
12
月
31
日

現
在
の
氏
名
、
従
事
先
の
名
称
な
ど

の
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限
＝
平
成
19
年
1
月
15
日

　

㈪
▼
提
出
先
＝
住
所
地
を
管
轄
す
る
保

　

健
所
（
従
事
先
経
由
の
場
合
は
、

　

従
事
先
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
保

　

健
所
）

▼
そ
の
他

・
届
出
票
は
、
病
院
等
医
療
関
係
施

　

設
に
従
事
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

は
、
そ
の
施
設
を
通
じ
て
配
布
し

　

ま
す
。
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
保

　

健
所
へ
直
接
提
出
、
従
事
す
る
施

　

設
を
通
じ
て
提
出
の
い
ず
れ
も
可

　

能
で
す
。

・
病
院
な
ど
へ
勤
務
し
て
い
な
い
方

　

へ
は
、
保
健
所
の
窓
口
で
用
紙
を

　

お
渡
し
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

　

で
す
。

②
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准

　

看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技

　

工
士
の
方
へ

　

業
務
に
従
事
し
て
い
る
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
お
よ
び
准
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
な
ら
び
に
歯
科
技
工
士

の
方
は
、
12
月
31
日
に
お
け
る
氏
名

や
従
事
な
ど
の
状
況
を
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限
＝
平
成
19
年
1
月
15
日

　

㈪
▼
提
出
先
＝
就
業
地
を
管
轄
す
る
保

　

健
所

▼
そ
の
他
＝
各
医
療
・
福
祉
関
係
施

　

設
な
ど
へ
届
出
票
を
配
布
し
ま
す
。 

　

そ
の
施
設
を
通
じ
て
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
①
、
②
に
つ
い
て

　

  

つ
く
ば
保
健
所
地
域
保
健
推
進

　

室
☎
０
２
９
‐
８
５
１
‐
９
２
８
７

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/hoken/tsukuhc

③
調
理
師
の
方
へ

　

業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
の

方
は
、
平
成
18
年
12
月
31
日
に
お
け

る
氏
名
や
従
事
な
ど
の
状
況
を
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限
＝
平
成
19
年
1
月
15
日

　

㈪
▼
提
出
先
＝
茨
城
県
調
理
師
連
合
会

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み

の
収
集

　

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み
の
収
集
日

程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
谷
和
原
地
区

　

年
末
＝
12
月
29
日
㈮

　

年
始
＝
平
成
19
年
1
月
5
日
㈮

●
谷
井
田
・
三
島
・
東
地
区

　

年
末
＝
12
月
28
日
㈭

　

年
始
＝
平
成
19
年
1
月
4
日
㈭

●
板
橋
・
小
張
・
豊
地
区

　

年
末
＝
12
月
29
日
㈮

　

年
始
＝
平
成
19
年
1
月
5
日
㈮

完
了
検
査
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が
完

成
し
た
際
に
は
、
建
築
基
準
法
で
完

了
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
工
事
が
完
了
し
た
と
き
は
、「
完

了
検
査
申
請
書
」
を
行
政
機
関
ま
た

は
指
定
確
認
検
査
機
関
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

完
了
検
査
の
結
果
、
基
準
に
適
合

し
て
い
れ
ば
、「
検
査
済
証
」
が
発
行

さ
れ
ま
す
。「
検
査
済
証
」
は
、
建
築

物
の
安
全
性
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
適

合
建
築
物
の
証
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

  

県
南
地
方
総
合
事
務
所
建
築
指

　

導
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
８
５
１
１

※
不
燃
・
粗
大
・
資
源
ご
み
に
つ
い

　

て
も
、ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー（
33
ペ
ー

　

ジ
）
を
ご
確
認
の
う
え
、
決
め
ら

　

れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

  

市
伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
１
）

問

▼
そ
の
他
＝
各
集
団
給
食
施
設
な
ど

　

へ
届
出
票
を
配
布
し
ま
す
。

※
③
に
つ
い
て

  　

㈳
茨
城
県
調
理
師
連
合
会

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
０
７
２
７

〒
３
１
０
‐
０
０
２
５

　

水
戸
市
天
王
町
２
‐
25

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

申
問

申
問

申
問

問

生
ご
み
処
理
機
購
入
費

の
一
部
補
助

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
ご
家
庭
で
生

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
費
の
一
部
補
助

　

市
で
は
、
次
の
要
領
で
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
６
歳
未
満

　

の
お
子
さ
ん
の
た
め
に
、
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
市
内
在

　

住
の
保
護
者
の
方
で
、
世
帯
内
に

　

市
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
方

※
子
ど
も
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
の

　

申
請

▼
補
助
額
＝
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　
（
た
だ
し
上
限
１
万
円
）

▼
期
限
＝
購
入
日
か
ら
１
年
以
内

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
領
収
書（
日 

　

付
・
商
品
名
入
り
）、
品
質
保
証

　

書
（
取
扱
説
明
書
の
裏
側
）

※
原
本
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
コ

　

ピ
ー
は
こ
ち
ら
で
し
ま
す
。

　

印
鑑
、
補
助
金
を
受
け
取
る
際
の

　

銀
行
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の（
郵 

　

便
局
は
不
可
）

　
　
　

市
伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
２
）

ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
た
場
合
、

市
か
ら
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
最
近
購
入
さ
れ

た
方
、
こ
れ
か
ら
購
入
予
定
の
方
は

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
で
、
生
ご
み

　

処
理
機
を
購
入
し
、
ご
み
の
減
量

　

化
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方

　

で
、
世
帯
内
に
市
税
な
ど
の
滞
納

　

の
な
い
方

☆
一
家
庭
に
１
機

※
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ら
２
基

▼
補
助
額
＝
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　
（
た
だ
し
上
限
２
万
円
）

※
コ
ン
ポ
ス
ト
の
場
合
は
上
限
２
千

　

円
▼
時
期
＝
購
入
後
速
や
か
に

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
領
収
書（
日 

　

付
・
商
品
名
入
り
）、
設
置
し
た

　

状
態
の
写
真
、
印
鑑
、
補
助
金
を

　

受
け
取
る
際
の
銀
行
口
座
番
号
の

　

わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
は
不
可
）

※
申
請
書
一
式
は
生
活
環
境
課
に
あ

　

り
ま
す
。

　
　
　

市
伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
２
）

農
業
用
使
用
済
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
の
収
集

　

農
業
用
使
用
済
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を

安
全
か
つ
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、

県
・
市
・
農
業
団
体
・
排
出
農
家
が

一
体
と
な
っ
て
経
費
を
負
担
し
、
農

業
用
使
用
済
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
収
集

を
実
施
し
ま
す
。

▼
収
集
対
象
物

①
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

　
（
農
ポ
リ
）

②
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム

③
肥
料
空
袋

④
育
苗
箱
等

▼
収
集
日
・
収
集
場
所

・
平
成
19
年
１
月
17
日
㈬
＝
谷
和
原

　

低
温
倉
庫

・
平
成
19
年
２
月
15
日
㈭
＝
茨
城
み

　

な
み
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

　

タ
ー

▼
農
家
負
担
金
（
１
戸
当
た
り
）

・
登
録
料
＝
１
０
０
０
円

・
処
理
料
＝
1
５
０
０
円
（
１
ｔ
未

　

満
）

▼
申
込
期
限
＝
平
成
19
年
１
月
15
日

　

㈪　

※
申
込
み
の
際
は
、
印
鑑
と

　

負
担
金
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
（
平
成
18
年
10
・
11
月
の
農
ビ
収

　

集
時
に
申
込
ま
れ
た
方
は
、
印
鑑

　

と
登
録
料
は
不
要
と
な
り
ま
す
。）

※
梱
包
・
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

市
谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
５
３
）

農
地
の
埋
立
て
・
盛
土

に
つ
い
て

　　

農
地
は
、
み
な
さ
ん
の
食
生
活
を

支
え
る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で

す
。
そ
こ
に
耕
作
に
適
さ
な
い
土
な

ど
を
入
れ
て
し
ま
う
と
復
元
が
困
難

に
な
り
、
地
域
農
業
に
と
っ
て
大
き

な
損
失
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
埋
立
て
や
盛
土
を
行
う
場

合
に
は
、
許
可
ま
た
は
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
行
為
を
す
る
前

に
必
ず
地
元
農
業
委
員
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
‐
58
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

農
業
委
員
会
各
種
申
請

受
付
期
間

　　

平
成
19
年
１
月
の
各
種
申
請
の
受

付
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
平
成
19
年
1
月
10
日

　

㈬
〜
12
日
㈮

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
‐
58
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

問農
業
委
員
会
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
受
付

　　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

人
登
載
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
資
格
＝
平
成
19
年
１
月
１
日

　

現
在
で
当
市
に
住
所
が
あ
り
、
昭

　

和
62
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
方
（
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在



水道漏水修理当番（平成19年１月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 月 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 谷原建設㈱ 52 - 2298

２ 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
３ 水 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常磐興業㈱ 52 - 2203
４ 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常総土木工業㈱ 52 - 5357
５ 金 松本工業㈱ 58 - 2187 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
６ 土 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈱豊島産業 52 - 3335
７ 日 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
８ 月 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲川口商事 52 - 3286
９ 火 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲片見設備工業 52 - 5804
10 水 ㈱山田組 58 - 2351 常陸管工 52 - 5579
11 木 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 谷原建設㈱ 52 - 2298
12 金 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
13 土 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常磐興業㈱ 52 - 2203
14 日 中村建設㈱ 58 - 1717 常総土木工業㈱ 52 - 5357
15 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
16 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈱豊島産業 52 - 3335
17 水 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲福新設備工業 52 - 5011
18 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
19 金 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804
20 土 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579
21 日 ㈱山田組 58 - 2351 谷原建設㈱ 52 - 2298
22 月 中村建設㈱ 58 - 1717 谷口設備工業 52 - 2619
23 火 ㈱山田組 58 - 2351 常磐興業㈱ 52 - 2203
24 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常総土木工業㈱ 52 - 5357
25 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
26 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈱豊島産業 52 - 3335
27 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011
28 日 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲川口商事 52 - 3286
29 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲片見設備工業 52 - 5804
30 火 ㈱秋田興業 58 - 7241 常陸管工 52 - 5579
31 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298

ごみカレンダー（平成19年１月）
種類

地区 不燃ごみ 可燃ごみ 粗大ごみ 缶
ビ　ン

古紙・古布 有害ごみ
無　色 茶・その他

小張・豊 毎週月曜日
毎週火・金曜日

17日㈬ 25日㈭ 11日㈭ 18日㈭ 24日㈬ －

板 橋 毎週木曜日 24日㈬ 29日㈪ 15日㈪ 22日㈪ 17日㈬ －

谷 井 田 毎週火曜日
毎週月・木曜日

10日㈬ 26日㈮ 12日㈮ 19日㈮ 31日㈬ －

三島・東 毎週金曜日 31日㈬ 23日㈫ ９日㈫ 16日㈫ 10日㈬ －

小 絹
５日㈮
９日㈫
15日㈪
22日㈪
29日㈪

毎週火・金曜日

17日㈬
毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
４日㈭
11日㈭
18日㈭
25日㈭

４日㈭

18日㈭

11日㈭

25日㈭

毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
４日㈭
11日㈭
18日㈭
25日㈭

24日㈬

※絹の台 31日㈬

谷 原 31日㈬ 24日㈬

十 和 24日㈬ 31日㈬

福 岡 10日㈬ 31日㈬

※年末年始の収集は、12月30日から１月３日までお休みになります。ごみ・資源物収集カレンダーに従って出してください。

平成19年１月の納税など
国 民 健 康 保 険 税　　　第 ８ 期
市 県 民 料　　　第 ４ 期
保 育 料　　　１ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　１ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　１ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　小絹・十和
下 水 道 使 用 料　　　小 絹
農集排（伊　奈）　　　１ 月 分
農集排（谷和原）　　　12・１月分
コミプラ（伊　奈）　　　１ 月 分
住 宅 使 用 料　　　１ 月 分
地　代（伊　奈）　　　１ 月 分
☆納期限は平成19年

１月31日㈬です。
　　※35ページもご覧ください。

毎週水曜日は窓口を延長
　毎週水曜日は、伊奈・谷和原両庁舎
で窓口業務を午後７時まで延長してい
ます。次の証明書の交付が受けられま
す。
●税務関係➡納税証明書、所得証明書、
　評価証明書、軽自動車車検用納税証
　明書などの発行
●住民関係➡全部事項証明書（戸籍謄
　本）、個人事項証明書（戸籍抄本）、
　住民票謄・抄本、身分証明書、印鑑
　登録及び印鑑証明書などの発行
●会計関係➡市税、各種使用料、手数
　料など（納付書持参の場合のみ）の
　収納

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日程
　平成19年
　 １月５日㈮　法 律 相 談…保健福祉センター
            ９日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館
           15日㈪　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           16日㈫　法律相談（司）…保健福祉センター
           23日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館

　法律相談
　　弁護士または司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　法律相談（司）
　　司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　民生委員児童委員及び見識を有する者
　　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　〒300‐2312　つくばみらい市神生530
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　随時受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　●伊奈公民館
　日　　時　平成19年１月５日㈮、12日㈮、
　　　　　　19日㈮、26日㈮
　　　　　　午前９時～ 12時
　●小絹コミュニティセンター
　日　　時　平成19年１月９日㈫、23日㈫
　　　　　　午後１時～５時
　問合せ先　市谷和原庁舎教育委員会学校教育課
　　　　　　指導室　☎ 58 - 2111（内線8202）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　平成19年１月15日㈪、29日㈪
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　市伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

平成19年
１月１日㈪ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

２日㈫ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551
３日㈬ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
７日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223
８日㈪ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
14日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
21日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
28日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（平成19年１月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 月 － －
２ 火 － －
３ 水 － －
４ 木 － 東栗山、城中、伊丹、小張、高波
５ 金 野堀、伊奈東 福原、上島、中島、下島、小張、高波
６ 土 － －
７ 日 － －
８ 月 － －
９ 火 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
10 水 狸穴、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
11 木 狸穴、伊奈東 福田、小張、小島新田
12 金 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口、高岡
13 土 － －
14 日 － －
15 月 大和田、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
16 火 大和田、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
17 水 大和田、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
18 木 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
19 金 板橋、上街道 弥柳、山谷、狸渕
20 土 － －
21 日 － －
22 月 板橋、上街道 長渡呂、長渡呂新田、青木
23 火 板橋 青古新田、豊体
24 水 板橋 －
25 木 南太田 －
26 金 南太田 －
27 土 － －
28 日 － －
29 月 南太田 －
30 火 南太田 －
31 水 南太田 －

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。



　

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
で
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
い
ネ
タ
や
、
珍
し

い
ネ
タ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
（
☎
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‐
２
１
１
１
内
線
１
２
０
３
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
写
真
を
お
持
ち
に
な

る
場
合
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
っ
た
場
合
は
、
そ
の
元
デ
ー

タ
を
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
入
れ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
写
真

な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

☆
掲
載
ス
ペ
ー
ス
や
締
め
切
り

　

の
都
合
上
、
投
稿
さ
れ
た
情

　

報
が
必
ず
し
も
掲
載
で
き
る

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
、
平
成
19
年
２

　

月
号
が
平
成
19
年
１
月
24
日

　

㈬
で
す
。

　

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
を
ご
愛

読
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
19
年
も
皆
様
に
と
っ
て

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
。

（
来
年
は
弘
前
城
に
行
く
ぞ
！

　

城
好
き
Ｔ
）

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

つくばみらい市統計
11月分
　３件
　０件
０件
３件

　
11月分
18件
46件

　27件
91件

18年分
15件
　６件
５件
26件

　
18年分
219件
765件
　221件
1,205件

41,542
20,731
20,811
13,642

総 人 口
男
女

世 帯

人
人
人
世帯

（平成18年12月１日現在）

53）
27）
26）
42）

（＋
（＋
（＋
（＋

※前月比

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

11
月
１
日
㈬
＝
つ
く
ば
地
区
保
護
司
研
修
視
察

　
　

2
日
㈭
＝
庁
議
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
会

　
　

４
日
㈯
＝
市
文
化
祭
、
市
商
工
祭

　
　

5
日
㈰
＝
市
卓
球
大
会
、
市
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

　
　

６
日
㈪
＝
民
生
委
員
委
嘱
状
交
付
、古
河
ヤ
ク
ル
ト
福
祉
車
両
贈
呈
式

　
　

7
日
㈫
＝
土
浦
土
木
事
務
所
長
来
訪
、
谷
和
原
菊
花
皐
月
盆
栽
会
表

　
　
　
　
　
　

彰
式
、Ｔ
Ｘ
等
守
谷
つ
く
ば
み
ら
い
議
会
連
絡
協
議
会
総
会

　
　

８
日
㈬
＝
保
護
司
会
、
商
工
業
振
興
協
議
会

　
　

９
日
㈭
＝
県
国
保
連
合
会
監
事
会
、
常
総
広
域
管
理
者
会
・
定
例
議

　
　
　
　
　
　

会
、
き
ぬ
医
師
会
病
院
運
営
協
議
会

　
　

10
日
㈮
＝
東
習
志
野
こ
ど
も
園
視
察

　
　

11
日
㈯
＝
伊
奈
高
20
周
年
記
念
式
典

　
　

12
日
㈰
＝
市
剣
道
大
会

　
　

13
日
㈪
＝
地
方
道
路
整
備
財
源
の
国
要
望

　
　

14
日
㈫
＝
常
総
地
区
防
犯
協
会
役
員
会
、
県
南
水
防
議
会
定
例
会

　
　

15
日
㈬
＝
伊
奈
・
谷
和
原
商
工
会
合
併
調
印
式

　
　

17
日
㈮
＝
常
総
広
域
消
防
友
の
会
総
会

　
　

18
日
㈯
＝
市
長
杯
少
年
野
球
大
会
、
小
張
小
秋
祭
り

　
　

19
日
㈰
＝
市
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

20
日
㈪
＝
常
総
広
域
障
害
者
支
援
施
設
起
工
式

　
　

21
日
㈫
＝
取
手
下
水
道
定
例
議
会
、
市
誕
生
記
念
式
典
リ
ハ
ー
サ
ル

　
　

22
日
㈬
＝
市
誕
生
記
念
式
典

　
　

23
日
㈭
＝
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　

24
日
㈮
＝
消
防
団
退
団
者
感
謝
状
贈
呈
式
、
火
葬
場
組
合
臨
時
議
会

　
　

25
日
㈯
＝
福
祉
ま
つ
り
、
や
わ
ら
教
師
の
会
総
会

　
　

26
日
㈰
＝
伊
奈
菊
花
会
表
彰
式
、
青
少
年
育
成
つ
く
ば
み
ら
い
市
民

　
　
　
　
　
　

会
議

　
　

27
日
㈪
＝
国
道
３
５
４
号
線
整
備
促
進
協
議
会
要
望

　
　

30
日
㈭
＝
行
政
相
談
委
員
研
修
会
議
、
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

　
　
　
　
　
　

会
総
会
、
公
共
下
水
道
審
議
会
、
農
業
集
落
排
水
及
び
コ

　
　
　
　
　
　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
事
業
審
議
会

市役所の開庁時間
　月～金曜日
　（土・日・祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※毎週水曜日は、窓口業務の一
　部を午後７時まで延長してい
　ます。（33ページ参照）

　なお、12月29日㈮から平
成19年１月３日㈬までは、
年末年始のため市役所が閉
庁となりますので、ご注意
ください。
※婚姻届、死亡届、出生届など
　の届出については、お預かり
　します。

おわびと訂正
　先月号（11月号）の広報つく
ばみらい29ページ、「12月納税
など」の記事において、納期限
の誤りがありました。深くおわ
びし、あわせて訂正いたします。

正しい納期限は、
固定資産税、国民健康保険
税、介護保険料、保育料
については、12月25日㈪
まで、児童クラブについ
ては12月28日㈭まで、そ

れ以外については12月29日㈮ま
でとなります。
　お間違えのないようご注意い
ただき、正しい納期限までに納
付をお願いします。

問い合わせ先
健  康  増  進  課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

平成19年１月保健カレンダー
１ 月
２ 火
３ 水
４ 木

５ 金

６ 土
７ 日 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
８ 月
９ 火 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

10 水

離乳食教室（予約制）　前半：午前10時～
　　　　　　　　　　　後半：午前11時～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

11 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
12 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
13 土
14 日

15 月

育児相談（予約制）　午前９時～
　場所：谷和原保健福祉センター
ひよこ広場　午前10時～
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：生後１～ 12か月の乳児と保育者

16 火 移動健康相談　午前９時30分～
　場所：きらくやますこやか福祉館

17 水
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～
健康増進室利用講習会　午後６時30分～

18 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
19 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
20 土 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
21 日
22 月

23 火

健康相談（予約制）　午前９時～
　場所：谷和原保健福祉センター
こころの健康相談（予約制）午後１時30分～
　場所：谷和原保健福祉センター

24 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

25 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
健康増進室利用講習会　午後１時30分～

26 金

３～４か月児健診　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成18年９・10月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

27 土
未受診者健診　①午前９時30分～
　　　　　　　②午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター

28 日

未受診者健診　①午前９時30分～
　　　　　　　②午後１時30分～
　場所：谷和原保健福祉センター
健康増進室利用講習会　午後６時～

29 月

30 火
３～４か月児健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成18年９・10月出生児

31 水
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター
　対象：18歳以上の方

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。健
康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いただ
けます。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（予約制）
●申 込 方 法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前
　　　　　　　８時30分～午後５時15分（12月20日㈬～）

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも15人（予約制）

　☆詳しくはお問い合わせください。

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。
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関東三大不動尊のひとつ関東三大不動尊のひとつ

　　～  板橋不動尊（　　～  板橋不動尊（清清
せいあんざんあんじょうじせいあんざんあんじょうじ

安山願成寺安山願成寺不動院） ～  不動院） ～  

　「板橋のお不動さん」として古くから地域の信仰を集

めてきた板橋不動尊は、大同３年（西暦808年）に弘法

大使よって開祖されたという1200年もの歴史を持つ寺

院です。安産や子育てなどにご利益があるといわれてい

ます。

　現在の本堂・楼
ろう

門・三重塔は、江戸時代に再建された

もので、この時代の代表的建築物として県の文化財に指

定されています。

　境内では毎月骨
こっ

董
とう

市、縁日などが行われ、多くの人で

にぎわいます。

※１月１日～７日は「初詣※１月１日～７日は「初詣護護
ごご

摩摩
まま

祈祈
きき

祷祷
とうとう

」です。この時期　」です。この時期　
　のみ、近隣の臨時駐車場を開放します。　のみ、近隣の臨時駐車場を開放します。
　

　アクセス 

伊奈庁舎から車で５分
谷和原庁舎から車で10分
※関鉄バス：不動尊前下車

▲楼門（茨城県指定重要文化財）
　元禄年間（1688年～ 1703年）の建立で、
朱塗り、入母屋造り二重垂木、銅板ぶきで、
左右には力強い仁王像が安置されています。

　三重塔（茨城県指定重要文化財）
　安永元年（1772年）の建立、極彩色の彫刻
を施した江戸時代の名塔です。

▼

　本堂（茨城県指定重要文化財）
　文禄年間（1592年～ 1595年）の建立、二重屋根入

いり

母
も

屋
や

造
づく

り、朱塗りの大本堂で、豪壮にして華麗な密教建築の
代表的建造物です。

▼

市の花市の花
なのはななのはな

市の木市の木
さくらさくら

市の鳥市の鳥
ひばりひばり


